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午前１０時００分 開会

◎開会・開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、平成２６年第

１回美幌町議会定例会を開会します。

これから、本日の会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により、１０番吉住博幸さん、１１番橋

本博之さんを指名します。

─────────────────────

◎日程第２ 会期の決定

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 会期の決

定についてを議題とします。

去る２月２７日、議会運営委員会を開きま

したので、委員長から報告を求めます。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君）〔登壇〕 去る２月

２７日、議会運営委員会を開催しましたの

で、その内容と結果について報告いたしま

す。

本日６日、第１日目は、初めに町長から行

政報告を受けます。その後、平成２５年度関

連議案である承認第１号専決処分の承認につ

いて、平成２５年度美幌町一般会計補正予算

（第８号）から議案第１０号平成２５年度美

幌町病院事業会計補正予算（第３号）までを

審議し、平成２６年度関連議案である議案第

１１号美幌地域３町障害程度区分認定等審査

会共同設置規約の変更についてから議案第２

８号平成２６年度美幌町病院事業会計予算に

ついてまでの１８件について一括上程した

後、町長から町政執行方針、教育長から教育

行政執行方針を受けます。続いて、一般質問

に入りますが、本日は中嶋すみ江さんの一般

質問の終了までを予定しています。

第２日目、７日は前日に引き続き一般質問

を行うことといたします。新鞍峯雄さん、坂

田美栄子さん、上杉晃央さん、岡本美代子さ

ん、私、吉住博幸の順に５名を予定していま

す。

第３日目、８日土曜日及び第４日目、９日

日曜日は、休日休会となります。

第５日目、１０日は第２日目に引き続き、

一般質問を行うこととし、大江道男さんの１

名を予定しています。その後、平成２６年度

関連議案の説明を受けます。

第６日目、１１日から第９日目、１４日は

各議員が議案の疑問点整理をし、関係部局か

らその疑問点に対する聞き取りを行うため、

議決休会といたします。各議員におかれまし

ては、疑問点の提出終了までは、議事棟及び

庁舎内で作業を継続することといたします。

第１０日目、１５日土曜日及び第１１日

目、１６日日曜日は、休日休会となります。

第１２日目、１７日は開会後、本会議を休

憩し、休憩中に関係部局から疑問点に対する

聞き取りを行います。その後、平成２６年度

関連議案の質疑を行います。

第１３日目、１８日は、第１２日目に引き

続き、平成２６年度関連議案の質疑を行いま

す。

第１４日目、１９日は開会後、本会議を休

憩し、休憩中に会派等による審議を行いま

す。

第１５日目、２０日は開会後、平成２６年

度関連議案の表決を行います。その後、意見

書案の審議、報告案件などを予定していま

す。

次に、閉会中に意見書の提出を求める陳情

３件を受理していますので、その取り扱いに

ついて報告します。

福祉保育労働組合北海道地方本部からの要

支援者への介護予防給付の従来どおりの継

続、特別養護老人ホームへの入居を要介護３

以上に限定せず従来どおりとすること、利用

者負担増の中止を求める意見書採択を求める

陳情。美幌地区連合会からの利用者本位の持
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続可能な介護保険制度の確立を求める意見書

提出を求める陳情。北海道国家公務員関連労

働組合協議会、国土交通労働組合北海道地方

協議会からの住民の安全・安心を支える国の

出先機関の拡充を求め、公務の民営化、独立

行政法人化、業務委託化に反対する意見書採

択を求める陳情。以上の３件については、そ

れぞれ意見書を作成し、国等の関係機関へ提

出いたします。

以上のとおり審議を進めることとし、会期

を本日３月６日から３月２０日までの１５日

間といたします。

新年度予算案を審議する重要な定例会であ

り、会期１５日間の長丁場になりますが、議

員各位の慎重なる審議をお願いするととも

に、行政職職員におかれましても速やかな対

応をお願いし、議会運営委員会委員長の報告

といたします。

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま議会運営委員会委員長からの報告

があったとおり、本定例会の会期を本日から

３月２０日までの１５日間とし、疑問点整理

及び資料作成に要する日程確保のため、３月

１１日から３月１４日までの４日間を休会と

することについてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

議会運営委員会委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、会期は本日から３月２０日ま

での１５日間とし、３月１１日から１４日ま

での４日間を休会とすることに決定しまし

た。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（馬場博美君） 諸般の報告を申

し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定

に基づく出席説明員につきましても、印刷し

たものを配付しておりますので、御了承願い

ます。

なお、大原議員、ソチパラリンピック応援

のため、本日から１０日まで欠席の旨、松本

選挙管理委員会委員長、鈴木農業委員会会

長、明日以降欠席の旨、染谷副町長、ソチパ

ラリンピック応援のため、本日から１０日ま

で欠席の旨、それぞれ届け出がありました。

また、本定例会中、町広報及び議会広報の

ため写真撮影を行いますので、御了承願いま

す。

なお、報道機関の写真撮影及びパソコンの

使用を許可しておりますので、あわせて御承

知おき願います。

以上で諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第３ 行政報告

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 行政報告

について。

町長から行政報告があります。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日、ここ

に平成２６年第１回美幌町議会定例会が開催

されるに当たり、御出席を賜りました議員各

位に対しまして、心から感謝いたしますとと

もに、行政報告と提出案件の概要について御

説明を申し上げます。

行政報告といたしましては、第１に、御寄

附についてであります。

去る平成２５年１２月１６日、町内稲美９

６番地の１にお住まいの坂田米夫様から、町

のために役立てていただきたいと２００万円

を、さらに社会福祉のために役立ていただき

たいとの御趣旨で２００万円を、それぞれ御

寄附いただいたところであります。御厚志を

ありがたくお受けし、御趣旨に沿って活用し
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てまいります。

次に、去る１月６日、町内東１条北１丁目

１０番地にお住まいの永澤則次様から、故永

澤はつよ様が生前、町にお世話になったお礼

として、社会福祉のために役立てていただき

たいとの御趣旨で１００万円の御寄附をいた

だいたところであります。御厚志をありがた

くお受けし、御趣旨に沿って活用してまいり

ます。

第２に、東日本大震災被災地への職員派遣

についてであります。

東日本大震災被災市町村においては、復興

事業の本格実施に伴い、膨大な量の業務に対

応するための職員が不足している状況にあ

り、平成２６年度につきましても、被災市町

村より全国町村会を経由して、本町に中長期

的な職員派遣の要請があったところでありま

す。

現在、宮城県山元町へ派遣している職員に

ついては、平成２５年度で派遣が終了するこ

とから、新たな職員１名の長期派遣につい

て、北海道町村会に申し出を行ったところ、

岩手県大槌町から被災商工業者支援に関する

業務のための派遣依頼があり、職員派遣を決

定したところであります。

現在、平成２６年４月１日から１年間派遣

することで、職員の取り扱いに関する協定に

ついて、最終調整を行っているところであり

ます。

本町は、これまで被災地への支援として、

義援金及び救援物資等の提供並びに職員の長

期派遣を行っており、今後につきましても被

災市町村からの要請に応えてまいりたいと考

えておりますので、御理解と御協力をお願い

いたします。

第３に、防衛計画の大綱についてでありま

す。

日本の安全保障の指針となる平成２６年度

以降に係る１０年間の防衛計画の大綱と、そ

れに基づく中期防衛力整備計画（平成２６年

度から平成３０年度）が、昨年１２月１７日

に閣議決定されたところであります。

内容につきましては、今後、我が国の防衛

力のあり方について、南西地域への防衛態勢

が強化される中、統合機動防衛力を構築する

とされておりますが、北海道自衛隊駐屯地等

連絡協議会を初め、陸上自衛隊美幌駐屯部隊

充実整備期成会を中心とした地域一丸の取り

組みにより、陸上自衛隊の定数が１５万９,

０００人を維持される結果となったことは、

北海道に所在する部隊への人員減が避けられ

たことであり、御協力いただきました多くの

皆様に御礼を申し上げる次第であります。

今後の北海道における体制整備の方向性と

しましては、新たな防衛大綱で示された統合

機動防衛力を構築するため、第２師団を機動

師団に、第５旅団及び第１１旅団を機動旅団

に、第７師団を機甲師団に改編されることが

示されたことから、美幌駐屯地への影響も懸

念しているところであり、今まで以上に情報

の収集に努め、より一層強固な要望活動に取

り組んでまいりますので、皆様の御理解と御

協力をお願い申し上げます。

第４に、美幌町立国民健康保険病院の医師

確保についてであります。

かねてから外科の常勤医師である中野昌志

副院長、松岡功治医長及び小児科の常勤医師

である高橋富彦医長の３名の常勤医師から、

退職の意向などが示されておりましたが、平

成２６年３月３１日をもって退職したい旨の

退職願の提出があったところであります。

このため、町としては、御本人の意思を尊

重し、退職願を承認したところであります。

なお、後任の医師確保については、外科の

常勤医師については確保が困難なため、４月

より神奈川県相模原市、北里大学から、１カ

月交代の非常勤医師による外科の診療体制を

検討しているところであります。

小児科の常勤医師については、現在、九州

佐賀県在住の伊万里有田共生病院に勤務して

いる古賀正啓医師（３６歳）であります。

古賀医師につきましては、平成１３年度に

自治医科大学を卒業して、内科・外科・整形

外科・皮膚科を初め多数の科で研修を行い、
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小児科医となり、日本小児科学会専門医の資

格を持ち、子供の適応障害などの精神的な診

療など、幅広い診療を行うことができる小児

科医師であり、４月１日から診療を開始いた

します。

これにより、常勤・非常勤医師８名体制で

診療に当たることとなりますが、将来を見据

えた医師確保のため、今後も引き続き地域医

療を守る観点から、地域に必要な医師確保対

策に取り組んでいく所存であります。

第５に、２月２８日現在の建設工事進捗状

況についてであります。

提出しております参考資料のとおり、本年

度に計画しております工事件数４４件のう

ち、土木工事１３件、建築工事１１件、上水

道工事９件、公共下水道工事１件、浄化槽工

事９件の計４３件を発注し、消化率では件数

で９７.７％、工事額で９１.６％となってお

ります。

また、繰越明許費による土木工事６件につ

きましては、全て完成しております。

次に、御提案いたします議案等について御

説明を申し上げます。

専決処分の承認について

承認第１号平成２５年度美幌町一般会計補

正予算（第８号）については、ソチオリン

ピック・パラリンピック支援対策のため急を

要したこと。

承認第２号平成２５年度美幌町一般会計補

正予算（第９号）については、町道除排雪作

業等のため急を要したことにより専決処分を

いたしましたので、御承認を賜りたいのであ

ります。

人事案件について。

オホーツク町村公平委員会委員奥谷公敏氏

は、本年３月３１日をもって任期満了となり

ますので、引き続き奥谷公敏氏を選任いたし

たく、御同意を賜りたいのであります。

財産の無償譲渡及び無償貸付について。

議案第１号は、てん菜共同育苗施設の建設

用地を確保するため、美幌町農業協同組合に

旧上美幌小学校校舎及び体育館並びに浄化槽

施設を無償で譲渡し、てん菜共同育苗施設の

敷地となる土地について、無償で貸し付けす

るための議決をいただきたいものでありま

す。

規約の変更について。

議案第２号は、上川中部消防組合及び伊

達・壮瞥学校給食組合が解散脱退することに

伴い、北海道市町村職員退職手当組合規約を

変更しようとするものであります。

条例の制定について。

議案第３号美幌町債権管理条例の制定につ

いては、町の債権管理に関する事務処理につ

いて、必要な事項を定めようとするものであ

ります。

平成２５年度各会計補正予算について。

まず、一般会計の主なものとしては、事業

確定による債務負担行為及び地方債の補正、

地域の元気臨時交付金のうち平成２６年度実

施予定事業の財政調整基金積立金として２,

６４７万円、病院事業会計負担事業費として

１億１８万６,０００円、強い農業づくり事

業として２億６,５４８万２,０００円、その

他年度末における事務事業の確定などによる

執行残等の整理を行おうとするものでありま

す。

次に、特別会計及び企業会計についてであ

りますが、国民健康保険特別会計について

は、直営診療施設に係る特別調整交付金増額

による繰出金の増額のほか、年度末における

事務事業の確定などによる整理を、介護保険

特別会計については居宅介護サービス給付費

及び施設介護サービス給付費の増額のほか、

年度末における事務事業の確定等による整理

を、公共下水道特別会計、個別排水処理特別

会計、水道事業会計、病院事業会計について

は、年度末における事務事業の確定等による

整理を行おうとするものであります。

共同設置規約の変更について。

議案第１１号は、地域社会における共生の

実現に向けて、新たな障害保健福祉施策を講

ずるための関係法律の整備に関する法律の施

行により、美幌地域３町障害程度区分認定等
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審査会共同設置規約の名称及び一部を変更し

ようとするものであります。

条例の改正及び制定等について。

議案第１２号美幌町附属機関に関する条例

の一部を改正する条例制定については、福豊

小学校の閉校に伴い、学校給食運営委員会の

構成員である小学校、中学校の校長の人数を

改正しようとするものであります。

議案第１３号美幌町非常勤職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

制定については、地域社会における共生の実

現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずる

ための関係法律の整備に関する法律の施行に

伴い、非常勤職員の名称を改正しようとする

ものであります。

議案第１４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定については、平

成１７年度人事院勧告に基づく給与の切りか

えに伴う経過措置額について、国家公務員の

給与改定に準じ、その支給を廃止しようとす

るものであります。

議案第１５号美幌町手数料徴収条例の一部

を改正する条例制定については、エネルギー

の使用の合理化に関する法律の一部改正によ

り字句が整理されたことから、条例における

法律の名称の一部を改正しようとするもので

あります。

議案第１６号美幌町営住宅管理条例の一部

を改正する条例制定については、町営住宅駐

車場整備に伴う有料化及び町営住宅駐車場の

複数区画を使用する際の使用料を改正しよう

とするものであります。

指定管理者の指定について。

議案第１７号美幌峠レストハウス展望休憩

室は指定期間が満了することから、引き続き

美幌商工会議所を指定管理者に指定しようと

するものであります。

議案第１８号美幌ターミナル物産センター

は、指定期間が満了することから、引き続き

美幌観光物産協会を指定管理者に指定しよう

とするものであります。

議案第１９号美幌町職業訓練センターは、

指定期間が満了することから、引き続き職業

訓練法人美幌職業訓練協会を指定管理者に指

定しようとするものであります。

議案第２０号農業実習施設、休憩施設、森

林公園及び農村公園は指定期間が満了するこ

とから、引き続き一般財団法人美幌みどりの

村振興公社を指定管理者に指定しようとする

ものであります。

なお、平成２６年度各会計予算につきまし

ては、後ほど平成２６年度町政執行方針にお

いて総括的に御説明いたしました後、各議案

について逐次御説明を申し上げてまいります

ので、慎重なる御審議の上、原案に御協賛を

賜りますようお願い申し上げ、行政報告と提

出案件の概要説明といたします。

○議長（古舘繁夫君） これで、行政報告を

終わります。

─────────────────────

◎日程第４ 承認第１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 承認第１

号専決処分の承認についてを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の３ページ

をお開きいただきたいと思います。

承認第１号専決処分の承認について。

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので報告し、

承認を求めるということで、次の４ページを

お開き願いたいと思います。

専決処分書。

ソチオリンピック・パラリンピック支援対

策のため急を要するので、地方自治法第１７

９条第１項の規定により、次のとおり専決処

分する。

平成２５年１２月３０日。

美幌町長土谷耕治。

記以下につきましては、次の５ページから

御説明を申し上げます。

平成２５年度美幌町一般会計補正予算（第

８号）について御説明申し上げます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算
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（第８号）は、次に定めるところによる。

今回の補正につきましては、１２月議会で

議決をいただきました第７号補正のソチオリ

ンピック・パラリンピック支援経費の追加で

ありまして、藤村祥子選手のオリンピック出

場決定に伴います支援及び応援後援会の不足

分の経費を補正したものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ５４９万７,０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ９８億２,８９９万５,０００円

とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

それでは、１４、１５ページをお開きいた

だきたいと思います。

歳出でございます。

総務費、旅費の一般事務費、特別旅費並び

に使用料でありますけれども、ソチオリン

ピックに藤村祥子選手が出場決定したことに

伴いまして、町の応援者の旅費、観戦チケッ

ト予算の計上に合わせて、石田選手、鈴木選

手の応援団に合流し応援してくるための経費

の計上でございます。

次の教育費、スポーツ振興事業費の業務等

委託料、看板作製委託料につきましては、藤

村選手応援用看板作製の委託でございます。

補助金のソチオリンピック・パラリンピッ

ク選手後援会補助金の補正でございますが、

これにつきましては藤村選手家族、応援者計

５名に係る経費の一部補助として２４５万

７,０００円を、及びソチオリンピック・パ

ラリンピック選手後援会運営費の追加補正と

いたしまして、１９２万２,０００円を追加

補正をしたところでございます。

それでは、次に歳入を御説明申し上げます

ので、１２ページ、１３ページにお戻り願い

たいと思います。

歳入でございます。

財政調整基金繰入金の増、５４９万７,０

００円でありますが、今回の財源を財政調整

基金に求めたものであります。このことによ

りまして、財政調整基金の年度末残高は１０

億９,６２５万６,０００円となる見込みでご

ざいます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、承認第１号専決処分の承認につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、承認することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、承認することに決定

しました。

─────────────────────

◎日程第５ 承認第２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 承認第２

号専決処分の承認についてを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） それでは、次に

議案の１７ページをお開きいただきたいと思

います。

承認第２号専決処分の承認について。

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので報告し、

承認を求めるということで、次の１８ページ

をお開きいただきたいと思います。

専決処分書。

町道除排雪作業等のため急を要するので、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、

次のとおり専決処分する。

平成２６年２月１７日。

美幌町長土谷耕治。

記以下につきましては、次の１９ページか

ら御説明を申し上げます。

平成２５年度美幌町一般会計補正予算（第



－ 10 －

９号）について御説明申し上げます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第９号）は、次に定めるところによる。

今回の補正につきましては、２月１６日か

ら１７日にかけての暴風雪により、排雪の実

施が急がれるとともに、今後の降雪に備え予

算が不足となったことから、除雪費の補正を

したところでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２,９１９万円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ９８億５,８１８万５,０００円とす

る。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

それでは、２８、２９ページをお開きくだ

さい。

歳出でございます。

土木費、除雪対策事業費、自動車等借上料

２,９１９万円の増額補正でございますが、

町内一円の排雪を業者委託班で３日間、町直

営班で７日間かけて実施するための重機等借

上料及び今後の降雪に備えて、除雪費として

一斉除雪２回分を補正したものでございま

す。

それでは、次に、歳入を御説明いたします

ので、２６ページ、２７ページにお戻りくだ

さい。

歳入でございます。

財政調整基金繰入金の増ということで、

２,９１９万円の増額補正でございます。今

回の財源を財政調整基金に求めたもので、こ

のことにより財政調整基金の年度末残高は１

０億６,７０６万６,０００円の見込みでござ

います。

以上御説明申し上げましたので、よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 済みません。失念

しているかもしれませんので、議長、もし間

違っていたら御指摘ください。

今、１８ページの専決処分、明確に除雪費

のことであります。間違いないのであれば続

けて質疑させていただきますが、勉強のため

逆にお教え願いたいのでありますが、会期中

に同じ案件は扱えないということは、先輩諸

氏から伝達されている内容だと私は思ってい

ます。この後にも関係することであります

が、大雪のための専決、これはこのとおり私

は受けとめたいと思いますが、この後にある

３月分のこれに関係する項目という意味でと

らえてください。扱えるのかどうかというの

が、ちょっと勉強不足のところもあります

が、そういう意味で総務部長、解釈をお聞き

しておきたいと存じます。内容のことでなく

て、会期中に同じ案件という項目で扱えるか

どうかという解釈をお聞きしておきたい。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 専決処分につき

ましては、あくまでも先ほど説明いたしまし

たように、２月１６日、１７日の暴風雪に対

応するものということで、この時点での補正

ということでありまして、この後は２５年度

の補正予算の提案をするわけでありますけれ

ども、これにつきましては２月１６、１７日

に直接かかわるものではなくて、今後の除雪

に対応する経費ということでありますので、

内容はあくまでも違うというもので解説をし

ているところでございます。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 見解でございます

ので、そのとおりに受けとめておきたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

すか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、承認第２号専決処分の承認につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。
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本件は、承認することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、承認することに決定

しました。

─────────────────────

◎日程第６ 同意第１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 同意第１

号オホーツク町村公平委員会委員の選任につ

いてを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第１号オホーツ

ク町村公平委員会委員の選任について御説明

を申し上げます。

オホーツク町村公平委員会委員奥谷公敏氏

は、平成２６年３月３１日をもって任期満了

となるので、次の者を選任いたしたく、地方

公務員法第９条の２第２項及びオホーツク町

村公平委員会規約第３条第１項の規定によ

り、議会の同意を求めるという内容でござい

ます。

記。

住所、北海道紋別郡湧別町曙町１１９番

地。

氏名、奥谷公敏さん。

生年月日、昭和２４年８月８日でございま

す。

奥谷氏につきましては、合併前の湧別町長

であった方でございます。

以上、御説明を申し上げました。よろしく

お願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第１号オホーツク町村公平

委員会委員の選任についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、同意することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決定

しました。

─────────────────────

◎日程第７ 議案第１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 議案第１

号財産の無償譲渡及び無償貸付けについてを

議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の３１ペー

ジをお開き願いたいと思います。

議案第１号財産の無償譲渡及び無償貸付け

について御説明を申し上げます。

地方自治法第９６条第１項第６号の規定に

より、次のとおり財産を無償譲渡すること、

及び無償貸付けすることについて議会の議決

を求める。

今回の議案でございますが、平成２６年度

において、美幌町農業協同組合がてん菜共同

育苗施設を新たに新設するに当たりまして、

旧上美幌小学校敷地の無償貸し付け、あるい

は無償譲渡の要望があったことから、てん菜

の作付を奨励するため、建物の無償譲渡及び

土地の無償貸し付けについて、議会の議決を

求めるものでございます。

記。

１、無償譲渡する財産の表示。

種類、建物。

名称、旧上美幌小学校校舎及び体育館並び

に浄化槽であります。

所在は、美幌町字豊幌３６番地２。

構造は、木造モルタル平屋建て。

延べ床面積は、１,７０８平方メートル。

２、無償譲渡の相手方。

美幌町字青山南３０番地１、美幌町農業協

同組合、代表理事組合長、清野政彦。

無償譲渡の目的でありますが、てん菜共同

育苗施設建設用地確保のためであります。

無償貸し付けする財産の表示。
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種類は土地であります。

所在は、美幌町字豊幌３６番地２のうち、

面積、１万６,６１７平方メートルというこ

とで、参考資料の１ページをお開き願いたい

と思います。

資料１、議案第１号関係ということで、町

が所有しております土地、豊幌３６番地２、

全面積１万８,１２０平方メートル、これは

旧上美幌小学校敷地全地でございます。そこ

から図面左側の実点斜線の分、これは水道ポ

ンプ室を含んだものでございますが、この水

道施設管理敷地と左側下のほうに書いており

ますが、面積は１,５０３平方メートル、こ

れを除いた１万６,６１７平方メートルを無

償貸し付けしようとするものであります。

なお、てん菜共同育苗施設の建設予定位置

につきましては、図面の点線で記載のとおり

であります。

それでは、再度、議案の３１ページにお戻

りいただきたいと思います。

５、無償貸付の相手方。

美幌町字青山南３０番地１、美幌町農業協

同組合、代表理事組合長、清野政彦。

６、無償貸付の目的。

てん菜共同育苗施設敷地。

７、無償譲渡及び無償貸付する日。

平成２６年３月２０日でございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ちょっと無償譲渡と

いう言葉と、多分、これはすぐ解体するのか

なと思うのですけれども、質問が間違ったら

困るのですけれども、譲渡されたほうは譲渡

を受けたときに、本人のものになるというこ

とになりますので、解体するまでの期間、も

しくは譲渡後、固定資産税等の発生があった

場合どうなるのかと。実際、固定資産税が発

生するのかどうかだけ、聞き漏らしたもので

すから、よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 現在のスケ

ジュールでは平成２６年度、今、平成２６年

３月２０日に無償譲渡いたしますが、平成２

６年中に解体をするということになりますの

で、平成２６年度の税金は発生をいたしませ

ん。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 税法上の話です。

今の公金ね。４月１日から物があれば、税法

上でかかると私は解釈しておりましたが、済

みません、１月１日付でね。譲渡した期間

が、すぐ解体するにしても何日かあれば、そ

ういう意味ではもう少し丁寧なる御説明を受

けたいと存じますが、私は税法上、今はね、

建物は４月１日から始まり、今現在は３月で

すよ。譲渡が決まって譲渡すると思うのです

が、解体するというのはわかります。でもそ

の間、何日か形としてあれば、譲渡受けた者

に対して税法上の話で、ちょっと御説明して

いただければありがたいかなということであ

ります。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 固定資産税の課

税の賦課期日はあくまでも１月１日でござい

ます。ですから、１月１日の所有者に課税が

されるので、今回、譲渡するのは３月２０日

になりますので、そのときにはあくまでも１

月１日は美幌町の所有ですので、美幌町農業

協同組合は所有しておりませんので、譲渡が

あるなしにかかわらず平成２６年度の税は、

美幌町農業協同組合には課されないというも

のでございます。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第１号財産の無償譲渡及び

無償貸付けについてを採決します。
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この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第８ 議案第２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第８ 議案第２

号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の３２ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

議案第２号北海道市町村職員退職手当組合

規約の変更について御説明申し上げます。

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村職員退職手当組合規約を次

のとおり変更するということで、変更内容に

つきましては、参考資料で御説明しますの

で、参考資料の２ページをお開きいただきた

いと思います。

資料２、議案第２号関係。

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

について。

改正目的でありますが、上川中部消防組合

及び伊達・壮瞥学校給食組合が解散脱退する

ことに伴いまして、北海道市町村職員退職手

当組合規約を変更しようとするものでござい

ます。

改正内容は、第３条に規定する別表（上

川）の項中「上川中部消防組合」及び同表

（胆振）の項中「伊達・壮瞥学校給食組合」

を削るというものでございます。

根拠法令は、地方自治法。

施行日は、総務大臣の許可の日でございま

す。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いをいたします。

なお、３ページに、新旧対照表を添付して

ありますので、参考にしていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第２号北海道市町村職員退

職手当組合規約の変更についてを採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第９ 議案第３号

○議長（古舘繁夫君） 日程第９ 議案第３

号美幌町債権管理条例の制定についてを議題

とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の３３ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

議案第３号美幌町債権管理条例の制定につ

いて御説明申し上げます。

美幌町債権管理条例を次のように制定しよ

うとするということで、制定内容につきまし

ては参考資料で御説明をいたしますので、参

考資料の４ページをお開きいただきたいと思

います。

資料３、議案第３号関係。

条例名、美幌町債権管理条例。

制定目的でありますが、町の財政を健全に

保ち、町民負担の公平性を確保するため、債

権の適切な取り扱いを進めるとともに、徴収

不能な債権の処理基準を明確化する必要があ

ることから、「美幌町債権管理条例」を制定

しようとするものでございます。

制定内容でありますが、１条に目的、２条
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に定義ということで、特にこの定義につきま

しては、この条例自体、地方税法の規定に基

づく徴収金以外の全ての債権を対象とするも

のでございます。

第３条には、他の法令等の関係。

第４条には、町長等の責務として、債権の

適正な管理及び債務者等の状況把握と適切な

措置を規定をしたところでございます。

第５条は、延滞金。

第６条は、延滞損害金です。

第７条、債権の放棄ということで、この条

文につきましては、あらゆる手段を尽くして

も徴収不能な債権についての債権放棄を、次

の７項目についてできる規定を定めるもので

ございます。さらに、債権放棄を行った場合

には、議会に報告をするという規定でござい

ます。

この７項目でありますが、まず一つ目が破

産、会社更生法等の適用による免責の場合。

二つ目に債務者死亡後相続財産が債権額以下

の場合。３点目は債務者が行方不明の場合。

４点目は徴収停止後もなお徴収が著しく困

難・不適当な場合。５点目、債権の強制執行

後の残債権について、履行の見込みがない場

合。６点目、私債権について、消滅時効の期

間満了の場合。７点目、生活保護又はこれに

準ずる世帯で、資力の回復が困難な場合。こ

の７項目について規定をしたものでございま

す。

第８条では、委任事項。

附則では、第１項から第１５項までに施行

期日、美幌町公法上の収入徴収に関する条例

の廃止、延滞金の割合の特例、経過措置、既

存条例の改正規定、延滞金の割合の特例の整

理を規定したところでございます。

根拠法令等につきましては、地方自治法並

びに民法であります。

施行日は、公布の日から。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いをいたしたいと思います。

なお、参考までに５ページから８ページ

に、既存条例の新旧対照表を添付しておりま

すので、御参考にしていただきたいと思いま

す。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 今、説明ありました

美幌町債権管理条例につきましては、決算審

査の中でも多額のいろいろな町税初め、いわ

ゆる滞納額があるというようなことの中か

ら、議会の意見の中でもこういったものの取

り組みを強く求めてきたという部分からいけ

ば、今回こういう形で条例を制定した中で、

しっかりした徴収不能の債権処理について

ルール化するということは、そういう努力さ

れたことは評価したいと思うのですけれど

も、そこで２点について質問をしたいと思い

ます。

これは率直に読む限りでは、債権の放棄が

メインの条例になっているのではないのか

と。問題は、私も決算審査の中でいろいろな

意見で、債権管理条例ということを発言した

のは、もちろんこの債権放棄ということも徴

収不能な部分について、一定のこういう条例

によってやるということは大事なのですが、

お尋ねしたい１点目は、いわゆる非強制徴収

債権、これは担保もついているものとか、あ

るいは保証人要る場合だとかもありますか

ら、そういった面でそれらに対する強制処分

の執行がしっかり取り組むという、町のほう

でですね。

例えば、隣の北見市では公営住宅の家賃に

対して、裁判所に提起をしてやったりするよ

うなこと、やっているわけですね。そういっ

た面で、私としては非徴収債権に対するいろ

いろな手続関係が、言葉よくないですけれど

も、なぜこの中に入っていなかったのかとい

うことで、条例の検討の過程の中でその辺に

ついて、どういうふうな検討をしたのかとい

うことが１点目の質問であります。

２点目は、決算審査でもいろいろ意見なん

か出ていたと思いますけれども、町税部門の
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職員というのは地方税法に基づいて、いわゆ

る強制的な法手続によって財産処分だとか、

そういったことをできる権限を持っています

し、そういう知識、経験というのもあると思

うのですね。それで、他の部門の徴収金とい

うのはそういう権限ない、あるいは経験がな

いという部門で担当職員が実際に滞納の努力

をされて、町でも収納対策の委員会を立ち上

げていろいろな努力を進めて滞納解消してい

ること、私も十分承知しておりますけれど

も、こういう管理条例を設定するに当たり、

今後、やはり収納部分を統合一体化して、税

の経験のある部門で滞納の債権についても全

てとは言いませんけれども、やはりしっかり

扱っていくそういうようなことの検討につい

て、この管理条例との絡みの中で、町のほう

で御検討されたのかどうか、その２点につい

て御説明いただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 財務主幹。

○財務主幹（矢萩 浩君） ただいま上杉議

員のお尋ねの件の１点目の条例の内容が、債

権放棄に関する部分がメインでないのかとい

うお尋ねの件であります。

議員、お尋ねのとおり、債権放棄に関する

基準こちらも入っております。さらに、債権

の管理に対するマニュアル的な要素、こちら

に対しても盛り込んでおり、条文のほうには

実はこのマニュアル的なものにつきまして

は、地方自治法施行令と他の法令に規定され

ているということで、債権管理条例には規定

されておりませんが、庁内向けのマニュアル

といいますか、今後、周知徹底していく中で

の取り扱いの基準の中では、その辺も十分考

慮して組み込んでいく考えであります。

また、非強制徴収公債権の関係であります

けれども、御指摘のように支払い督促等、そ

ういったようなことについても盛り込んであ

りますことをお答えいたします。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 条例の中、これだけ

しか私ども情報として公開されていませんの

で、今、主幹の御説明あった法に基づくいろ

いろな、法令に基づくマニュアルとかそう

いったものがあるのであれば、別の機会にぜ

ひそういったものを議会にも情報として開示

いただきたいと。

それで私言っているのは、やはりきちっと

した法的な手段によって町が滞納を許さない

と、しっかりした対応していくということを

この条例の中に、今後できるだけ早い時期に

検討していただいて、必要な部分の規定は盛

り込んでいくようなそういう取り組みをすべ

きだというふうに考えていますが、この部分

について町長のほうから、その考え方につい

てお尋ねしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今回提案させていた

だいているのは債権、管理をするというよう

なことなので、個別の例えば税務であれば国

税徴収法に基づいて徴収の手続を踏んでしっ

かりやると。あと、先ほど例を挙げられた公

営住宅については強制執行権がないので、裁

判所に申し立てしてやると、そういう手続は

しっかりやろうという、それはそれぞれの法

律、あるいは国の法律に基づいて執行してい

くと。

それで今回、債権管理条例定めた中で、第

７条の債権放棄がメインでないかということ

ですけれども、これ見ていただけると、例え

ばポツの３番目の債権者が行方不明だとか、

あるいはその下の徴収が著しく困難であると

か、その下の見込みがないだとか、極めて担

当者にしては判断難しいところがあると思い

ます。自己の判断で、例えば居場所わからな

いからというようなことで放棄してしまうと

いうことは厳に慎まないといけないと、安易

に至らないということが基本だと思いますけ

れども、いずれにいたしましても今までない

管理の仕方でありますので、この後について

はいろいろなケース出てくると思います。状

況によっては。

債権管理の条例としては、我々はこういう

姿勢でいきたいという意思でありますので、
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あと、徴収のほうについては、副町長をトッ

プとして徴収部門いろいろな債権持っている

ところ、債権に至らないものもありますけれ

ども、そういうものの徴収の体制はしっかり

とっていますので、それらと連動する形で徴

収はしっかり当たると。そこで債権として

残ったものは、この管理条例に基づいてしっ

かり管理していくというようなことをやって

いきたいと、そのように思っています。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 町長言うのわかるの

です。法に基づいてしっかりやると。私、こ

の条例出されたとき、主に都市部ですけれど

も、都市部でこういう債権管理条例持ってい

るところ多いのですね。町村でこういうも

の、しっかり整備した美幌町の努力というの

は、私はそこは大きく評価はしているのです

けれども、他の管理条例を見ると、非強制の

債権に対して、町長の言うように、法律で決

まった手続はすると言うのですけれども、そ

のことをこの管理条例の中にしっかり条文と

して盛り込んで、町としての姿勢を示すよう

なことがあれば、これは公のものですから、

あとは法律に書いてあっていろいろな例えば

公営住宅の例ありましたけれども、それは裁

判所に提訴してやったりするよという、町の

そういう強い姿勢というのはこの条文の中に

入れて、町民の皆さんにしっかり町が債権を

管理していくし、厳しい態度で臨んでいくと

いう姿勢が、この管理条例の中にあってしか

るべきでないのかなと思いますので、ぜひそ

ういった面で、よく都市部を見てください。

そういったことが入っている管理条例が多い

と思います。

そういう意味では、大きな評価として私は

考えは今持っていますけれども、ぜひ今後の

検討の中でそういったことについても、条例

の中に加える必要があるのではないかという

ことを指摘して終わりたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第３号美幌町債権管理条例

の制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩をいたします。

再開を１１時１５分といたします。

午前１１時０４分 休憩

─────────────────

午前１１時１５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

町長より、提出案件の概要についての訂正

の申し出がありましたので、発言を許しま

す。

町長。

○町長（土谷耕治君） 冒頭、私、提出案件

の概要の説明の中で、議案第１４号でありま

すけれども、「美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例の制定について」を、「一部を改正する条

例の」というのが抜けておりましたので訂正

お願いしたいと、そのように思います。

─────────────────────

◎日程第１０ 議案第４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１０ 議案第

４号平成２５年度美幌町一般会計補正予算

（第１０号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の４１ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

議案第４号平成２５年度美幌町一般会計補

正予算（第１０号）について御説明申し上げ

ます。
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平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第１０号）は、次に定めるところによると

いうことで、今回の補正につきましては、主

に年度末における執行残等の整理を行おうと

するものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ３億１,３７９万７,０００円を追加

し、歳入歳出それぞれ１０１億７,１９８万

２,０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

債務負担行為の補正。

第２条、債務負担行為の変更は、「第２表

債務負担行為補正」で御説明を申し上げま

す。

地方債の補正。

第３条、地方債の変更は、「第３表 地方

債補正」で御説明を申し上げます。

それでは、４６ページをお開きいただきた

いと思います。

第２表、債務負担行為補正について御説明

を申し上げます。

事項の公用車購入費、ワゴン車でございま

すが、これは備荒資金組合の車両譲渡事業に

よる車両の更新で、入札執行により６３万

９,０００円を減額し、２１６万６,０００円

に変更しようとするものでございます。

次の公用車購入費、バンでございますが、

同じく備荒資金組合の車両譲渡事業によるも

のでございまして、入札執行により５６万

１,０００円を減額し、１２９万５,０００円

とするものでございます。

次に、戸籍情報システム借上料ですが、平

成１９年に導入いたしました戸籍情報システ

ムの更新及び複本データ管理システム、火葬

許可申請書データシステムの借上料で、入札

執行により３１万３,０００円を減額し、２,

４５１万８,０００円に補正しようとするも

のであります。

次のパトロール車購入費、これも備荒資金

組合の車両譲渡事業による更新で、入札執行

により１３９万８,０００円を減額し、２６

９万２,０００円に変更しようとするもので

ございます。

次のロータリー除雪車購入費、これも備荒

資金組合の車両譲渡事業によるもので、入札

執行により８０万５,０００円減額し、１,４

３７万３,０００円にしようとするものであ

ります。

次の砂散布車購入費、これも備荒資金組合

の車両譲渡事業によるもので、入札執行によ

り４２万８,０００円を減額し、１,５０６万

円にしようとするものであります。

次の自動体外式除細動器借上料、小学校で

ありますが、平成２０年に設置した市内３校

の小学校のＡＥＤの更新で、入札執行により

２４万４,０００円減額し、３３万１,０００

円としようとするものであります。

最後でありますが、自動体外式除細動器借

上料のスポーツセンターであります。これは

平成２０年に設置いたしましたスポーツセン

ターのＡＥＤ、１台分の更新で、入札執行に

より９万３,０００円を減額となり、１５万

９,０００円とするものでございます。

次に、４７ページをごらんいただきたいと

思います。

第３表、地方債補正について御説明を申し

上げます。

起債の目的の特定間伐等促進事業、補正前

１,２６０万円を、補正後ゼロというふうに

変更しようとするものでございます。これは

歳入の財源調整及び地方債残高抑制のために

一般財源で対応することとし、全額減額する

ということにしたものでございます。これに

よりまして、本年度の地方債総額は１,２６

０万円減額し、５億２,１８０万円とするも

のでございます。

次に、６２、６３ページをお開きいただき

たいと思います。

歳出でございます。

まず、６３ページにつきましては、この

ページは全て年度末の整理による減額補正で

ございます。
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次に、６５ページをお開きください。

２段目の企画費の政策推進事業の積立金９

５万６,０００円の増額でございますが、こ

れは１１月７日から１月２０日の間にいただ

きました使途指定なしのふるさと寄附金９４

件分を、ふるさとづくり基金へ積み立てをす

るものでございます。これによりまして、ふ

るさとづくり基金の年度末残高は８,８５７

万７,０００円となる見込みでございます。

以下は、年度末の整理でございます。

次に、６７ページをお開きください。

２段目の財政調整等基金、積立金２,６１

２万６,０００円の増額補正でございます。

まず、基金利子の減といたしまして４２８万

９,０００円の減額、次に増額であります

が、１２月１６日、稲美にお住まいの坂田米

夫様から、町のために役立ててほしいと２０

０万円の御寄附をいただいた分。それから、

１１月１１日から１２月２４日の間に５件の

ふるさと基金寄附金をいただいた分１９４万

５,０００円の増。それから、平成２５年度

交付の地域の元気臨時交付金のうち、平成２

６年度実施事業充当分といたしまして２,６

４７万円を財政調整基金に積み立てをしよう

とするもので、総額で２,６１２万６,０００

円を増額しようとするものであります。

以下は、年度末の整理でございます。

次に、６９ページをごらんください。

一番下の段になります。民生費社会福祉費

の一般事務費、積立金２２５万６,０００円

の増額補正でございます。まず、１１月７日

から１月６日にかけてのふるさと寄附金６

件、４万５,０００円の増額。１２月１６

日、稲美にお住まいの坂田米夫様から、社会

福祉に役立ててほしいと２００万円の御寄附

をいただいた分。１月６日、東１条北１丁目

にお住まいの永澤則次様から、１１月１６日

に御逝去されました母はつよ様が、生前町に

お世話になったということで社会福祉に役立

ててほしいと、１００万円の御寄附をいただ

いたこと。それから、これを合わせまして３

０４万５,０００円を福祉基金に積み立てる

ものでございますが、そのほかに基金利子の

予算といたしまして７８万９,０００円の減

額をし、２２５万６,０００円を増額補正し

ようとするものでございます。この結果、福

祉基金の年度末残高は３億１,２９９万９,０

００円となる見込みでございます。

次に、７１ページをお開きください。

一番上段の民生委員調査活動事業費、事務

事業協力報償１万９,０００円の増額でござ

いますが、今年度一斉改選期の地区統廃合に

よる民生委員児童委員１名増に伴う４カ月分

の活動費の増額でございます。

次の臨時福祉給付金給付事業、普通旅費８

万４,０００円の増額ですが、平成２６年度

実施予定の臨時福祉給付金支給業務市町村説

明会出席旅費の増額補正として、３名分を計

上させていただこうとするものでございま

す。

一段飛びまして、高齢者福祉費、７の他会

計負担事業費、繰出金、介護保険特別会計繰

出金８８８万１,０００円の増額でございま

すが、一般管理費、介護給付費の増及び介護

予防費、任意事業費の減によるもので、結果

的に８８８万１,０００円を増額しようとす

るものでございます。

一番下の段、障害福祉の３障害者自立支援

事業費、業務委託料、障害者福祉システムプ

ログラム改修委託料１０２万９,０００円の

増額補正でございます。平成２６年４月から

の法改正に伴うシステム改修費でございまし

て、全てこれは国の補正予算の計上分でござ

います。

以下は、年度末整理でございます。

次に、７３ページをお開きいただきたいと

思います。

上段の扶助費、補装具等購入費助成、ある

いは日常生活用具給付費、あるいは介護給付

費・訓練等給付費が、増額補正となっており

ます。これは実績に伴います増額補正でござ

います。

以下は、年度末における整理でございま

す。
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次、７５ページをお開きください。

中ほどの衛生費、他会計負担事業費、負担

金、病院事業会計負担金としまして、１億２

０万３,０００円の増額補正でございます

が、これは平成２５年度の不採算診療経費分

の増額によるものでございます。

その次の段、予防費の４健康づくり事業、

償還金利子及び割引料２５万２,０００円の

増額補正でございますが、平成２４年度実施

のがん検診推進事業精算に伴います国庫補助

金返還金でございます。

一番下、保健福祉総合センター維持管理事

業の燃料費１０４万１,０００円の増額につ

きましては、灯油単価の高騰に伴います増額

補正でございます。

次に、７７ページをお開きください。

上段の２行目、４ごみ処理事業費、手数料

３０万４,０００円の増額補正ですが、これ

は指定ごみ袋、粗大ごみ処理券の売り払い実

績増によるものでございます。

以下は、年度末の整理でございます。

次、７９ページをお開きください。

上段の下、１１強い農業づくり事業、補助

金、強い農業づくり事業補助金２億６,５４

８万２,０００円の新規予算化でございま

す。これは美幌町農業協同組合による、てん

菜共同育苗施設新設に伴う強い農業づくり事

業補助金の増額補正でございます。国のトン

ネル補助でございます。

一段飛びまして、農地費、道営土地改良事

業費の負担金の美幌田中地区、美幌豊栄地

区、美幌昭美地区の増減につきましては、地

区間の調整による増減でございます。

その下の食料供給基盤強化特別対策事業負

担金８６万８,０００円の増額補正でござい

ますが、これは町内在住者が大空町の畑総事

業に参加したことによる負担金、工事費の

６.２５％分の部分でございます。

次、８１ページをお開きください。

上段の２林業推進事業の積立金５００万円

の増額でございます。これはまず基金利子と

して２万８,０００円の減額。次に、１１月

２８日、東京都にお住まいの本田忠盛様か

ら、森づくりにと１２０万円の御寄附をいた

だいたもの。次に、１月３１日、森林整備協

定により、まず社会医療法人恵和会様から９

３万８,４８１円、それからＮＰＯ法人コン

ベンション札幌ネットワーク様から２８８万

９,４９９円の御寄附をいただきましたの

で、これをあすへの森づくり基金へ積み立て

るもので、年度末における基金残高は１,９

０６万６,０００円となる見込みでございま

す。

以下は、年度末による整理でございます。

次、８３ページをお開きください。

上段の中ほど、２除雪対策事業、自動車等

借上料６００万円の増額でございます。これ

につきましては、今後の降雪、あるいは暖気

による一斉除雪分として、２回分を見込んで

の補正でございます。

以下は、年度末における整理でございま

す。

次、８５ページをお開きください。

上段の１公共下水道繰出事業、繰出金、公

共下水道特別会計繰出金１０８万６,０００

円の増額でございますが、終末処理場の燃料

費、電気料高騰による維持費の増額でござい

ます。

一段飛びまして、住宅管理費、１住宅維持

管理事業費の一番下、償還金利子及び割引料

１２万円の増額補正でございますが、これは

公営住宅の退去件数の増による敷金還付の増

でございます。

その次、消防費、広域事務組合負担事業費

の負担金、美幌・津別広域事務組合負担金１

０２万３,０００円の減額でございますが、

共済組合負担金の増及び高規格救急自動車整

備事業入札執行残による減額でございます。

以下は、年度末整理でございます。

次、８７ページをお開きください。

下のほうの下から２段になります。小学校

の学校管理費の学校管理事業、光熱水費の１

４４万３,０００円が増額となっておりま

す。これは電気暖房事業の増による増額補正



－ 20 －

でございます。

次、８９ページをお開きください。

下のほうの段になりますが、社会教育費の

４芸術文化振興事業、積立金１万２,０００

円の増額補正でありますが、これはまずは基

金利子の減として９,０００円の減額。次

に、１２月２７日、サントリービバレッジ

サービス株式会社北見支店様から、びほーる

に設置の自動販売機売り上げの一部を文化振

興に役立ててほしいと、２万６６１円の御寄

附をいただいたものを芸術文化振興基金に積

み立てるものでございまして、これにより年

度末における基金残高は８２１万円となる見

込みでございます。

以下は、年度末における整理でございま

す。

次、９１ページをお開きください。

上から３段目図書館費、活動促進事業費の

消耗品費１０万円の増額補正でございます。

これは１２月２４日に、昭野にお住まいの岡

田かおる様から、お孫様の誕生日を機にと、

児童・乳幼児用図書充実に役立ててほしいと

１０万円をいただきましたので、図書館の蔵

書費用として予算化をするものでございま

す。

このページは一番下、体育施設費の屋内体

育施設維持管理事業、１枚めくっていただい

て９３ページ、一番上、教育備品３０万円の

増額でございますが、これは１２月９日に松

緑神道大和山美幌支部、支部長永澤則次様か

ら、トレーニングセンターの設備整備に役立

ててほしいと３０万円の御寄附をいただきま

したので、レバレッジマルチプレス１台、パ

ワーラック１台、イージーグリッププレート

２枚、スタンダードオリンピックバー１本を

購入しようとするものでございます。

次の段、学校給食センター費、２番施設維

持管理事業費、修繕料４７万３,０００円の

増額でありますが、これは米飯盛りつけ機制

御コントローラーの故障による交換修繕を行

おうとするものでございます。

以下は、年度末整理であります。

次、歳入を御説明しますので、５２、５３

ページにお戻り願いたいと思います。

歳入につきましても、主に年度末における

整理でありますが、まず町税につきまして

は、個人町民税といたしましては特に所得割

の減ということで、給与所得の減によりまし

て８８２万５,０００円を減額しようとする

ものでございます。

一つ飛びまして、法人町民税の税割の増と

いうことで１,６３９万１,０００円を増額補

正しようとするものでございますが、主に建

設業、あるいは卸売業、小売業における業績

回復による増額でございます。

次の償却資産１,５２７万円の増額であり

ますが、設備投資の増による増額でございま

す。

次に、分担金及び負担金、１農業費分担金

の２行目、３行目、４行目の田中地区、豊栄

地区、昭美地区につきましては、先ほど歳出

で御説明いたしましたように、地区からの調

整による増減でございます。

その下の保育料負担金の減５５８万８,０

００円でありますが、これは入所者数の減に

よるものでございます。

以下は、年度末の整理であります。

次、５５ページをお開きください。

国庫補助金、民生費国庫補助金、社会福祉

費補助金の２行目、障害程度区分認定等事業

費補助金の減１２１万６,０００円の減額補

正でございますが、平成２５年度から地域生

活支援事業補助金に移行したことによる全額

の減額となってございます。

１行飛びまして、障害者総合支援事業費補

助金５１万４,０００円の増額でございます

が、これは平成２６年４月からの法改正に伴

うシステム改修費分で、国の補正予算による

もので２分の１の補助であります。

次、１段飛びまして、住宅費補助金の２行

目、地域の元気臨時交付金とその次の小学校

費の地域の元気臨時交付金、それから総務管

理費補助金の地域の元気臨時交付金、それか

ら消防費補助金の地域の元気臨時交付金であ
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りますが、これにつきましては平成２５年度

の元気臨時交付金総額といたしまして、８,

９７５万９,０００円が交付されるものであ

ります。平成２５年度の活用につきましては

住宅費、まず１番上は住宅費の補助金の中で

１,７３３万５,０００円、これは公営住宅の

灯油集中供給設備工事に充当するもの。その

次の小学校費では、小学校のトイレ洋式化改

修工事及び東陽小学校の屋外遊具更新事業に

充当するもの。それから、一つ飛びまして消

防費、これは高規格救急自動車更新整備事業

に充当いたしまして、残り総務管理事業補助

金に組んでおります２,６４７万円は、その

残りでありまして、これを平成２６年度事業

の充当財源といたしまして、財政調整基金へ

積み立てるものでございます。

以下は、年度末における整理でございま

す。

次、５７ページをお開きください。

上段の総務管理補助金の３行目、地域づく

り総合交付金２８０万円でありますが、これ

はまず１点は災害備品整備事業といたしまし

て１７０万円。２点目に地域防災減災対策推

進事業といたしまして、防災ガイドブックで

ありますとか、パンフレット、ポスター作成

費といたしまして１１０万円、これを地域づ

くり総合交付金に充当するものでございま

す。

次の段の下、地域づくり総合交付金６０万

円の増額につきましては、福祉灯油に係る補

助金といたしまして、地域づくり総合交付金

の交付を受けるものでございます。定額でご

ざいます。

次に、一つ飛びまして農業費補助金の３行

目、強い農業づくり事業補助金２億６,５４

８万２,０００円につきましては、歳出で先

ほど来説明いたしました美幌町農業協同組合

による、てん菜の育苗施設建設に伴うトンネ

ル補助でございます。

以下は、年度末における整理でございま

す。

次、５９ページをお開きください。

まず上から２段目、一般寄附金の増という

ことで２００万円であります。これは先ほど

来説明いたしました稲美の坂田米夫様からの

御寄附でございます。次のふるさと寄附金の

増４１４万６,０００円につきましては、１

１月７日から１月２０日における、ふるさと

寄附金１０５件分でございます。

次の社会福祉費寄附金の増３００万円につ

きましては、稲美にお住まいの坂田米夫様か

らの２００万円と、東１条北１条にお住まい

の永澤則次様からの１００万円でございま

す。

林業費寄附金の増３８２万８,０００円に

つきましては、森林整備協定による社会医療

法人恵和会様からの分と、ＮＰＯ法人コンベ

ンション札幌ネットワーク様からの分でござ

います。

次の社会教育費寄附金２万１,０００円に

つきましては、びほーるに設置しております

自動販売機の収益金の一部を寄附ということ

で、サントリービバレッジサービス株式会社

北見支店様からの分でございます。

図書費寄附金の増につきましては、昭野の

岡田かおる様からの御寄附でございます。

保健体育費寄附金３０万円につきまして

は、松緑神道大和山様からの御寄附の分でご

ざいます。

次、福祉基金繰入金の減６７０万円の減額

でございますが、充当事業費確定に伴います

年度末整理でございます。これによりまし

て、福祉基金の年度末残高は３億１,２９９

万９,０００円となる見込みでございます。

ふるさとづくり基金繰入金の減につきまし

ても同じく年度末における整理で、年度末残

高は８,８５７万７,０００円となる見込みで

ございます。

次、交通安全推進基金繰入金の減２万８,

０００円につきましても、同じく充当事業の

整理でございまして、年度末残高は１,０７

６万５,０００円となる見込みであります。

町営住宅敷金基金繰入金の増１２万円であ

りますが、これにつきましても年度末整理で
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ございまして、年度末残高は３,１６８万８,

０００円となる見込みでございます。

次、財政調整基金繰入金の減１,８５５万

３,０００円でありますが、年度末における

整理及び今回の財源調整を財政調整基金で行

うもので、年度末における残高は１１億１,

４１６万円となる見込みでございます。

以下は、年度末における整理でございま

す。

次、６１ページをお開き願いたいと思いま

す。

２段目の雑入の下から２行目、食料供給基

盤強化特別対策事業負担金３４万２,０００

円の増額補正でございますが、これは大空町

の在住者が、豊栄地区畑総事業に参加したこ

とによる大空町からの負担金といたしまし

て、工事費の６.２５％受けるものでござい

ます。

次、町債でありますが、町債につきまして

は、第３表、地方債補正で御説明をいたしま

したので、説明は省略させていただきたいと

思います。

以上、御説明申し上げましたので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 暫時休憩をします。

再開は、１時といたします。

午前１１時４４分 休憩

─────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

午前中の説明に対して、これから質疑を行

います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） お聞かせ願いたい

のは、６７ページの防災活動推進事業費の減

のところであります。その中で２点ほど。

まず１点目、防災資機材備蓄倉庫設置委託

料についてでありますが、この点につきまし

ては９月だったと思いますが、簡単に言え

ば、国からいただいたお金の残があったと、

執行残ね、私の受けとめ方ですよ。それで

せっかくだから、備蓄倉庫を建てたいという

お話だったなという受けとめ方をしていると

ころです。それで仮にひもつきだとするなら

ば、この執行残１０７万１,０００円が、基

本的にどうなるのかなという思いがあります

ので、この１点。

次、二つ目、その下のシステム設定業務委

託料でありますが、一つは内容が変わっての

残った金なのか。システムといってもいろい

ろな、具体的に僕たち承知していないもので

ありますから、最初予定していたシステムの

変更等も含めた上での執行残なのかどうかと

いうことであります。

次に、４６ページに戻りまして、これは一

括でお聞かせ願いたいのですけれども、公用

自動車購入費、これパーセントで言えば、目

見当のパーセントで７５％の２５％減になっ

ております。それから、その下、３０何％の

減になっております。それから、次にパト

ロール車もしかり、そのぐらいのパーセント

で購入というか、契約ができたから備荒資金

に対しても債務負担行為が減ったのだろうと

思いますが、当初の見積もり段階ですよ。大

変な喜ばしいことでありますけれども、どう

いう見積もり過程だったかなということを確

認のためお知らせしていただけるものであれ

ば、お聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 財務主幹。

○財務主幹（矢萩 浩君） それでは、ただ

いまの１点目の防災備蓄倉庫の執行残の関係

であります。

議員のお尋ねのように、９月に補正させて

いただきました。資機材備蓄倉庫の設置委託

料ということで、この時点で約２２０万円ほ

どの継ぎ足し単独分の単独事業費がございま

した。今回、約１０７万１,０００円、入札

執行残ということで減額させておりますけれ

ども、継ぎ足し単独の分の範囲内でございま

すので、起債と、あるいは給与の減額等には

影響はない状況でございます。

以上、よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ
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ん。

○１０番（吉住博幸君） その項目につい

て、受けとめ方は同じだと思います。確認と

いう意味で。９月にさかのぼってお話をお聞

かせ願いますが、予定は８００数十万円だっ

たと記憶していますが、そのうち２２０万円

程度とおっしゃったか、ちょっと今、間違っ

たら後で訂正願いますが、そうしたらそのと

きのちょっと表現がおかしいのですけれど

も、国からいただいた残という意味では６０

０数十万円程度だったという解釈の中で、国

に対して戻すようなことはないよという解釈

で受けとめていいのかどうか、再度お願いい

たします。

○議長（古舘繁夫君） 財務主幹。

○財務主幹（矢萩 浩君） まず、国に返す

というところなのですけれども、この事業、

地方債、起債の事業になります。それで枠を

いただいておりますけれども、当然、事業費

が少なければ、借りる金額も少なくて済むと

いう状況であります。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 総務主幹。

○総務主幹（田村圭一君） 防災情報配信シ

ステム設定業務委託料の関係でありますが、

今回４０６万５,０００円の減ということで

ありますが、システム内容の変更等について

はございません。入札結果による残というこ

とでございます。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 私のほうか

ら、パトロール車について、後継車という

か、当初、パジェロの部分の中の機種のとこ

ろで当初予算をつけさせていただきましたけ

れども、実施に当たりましては、そういう形

の部分の後継の部分の機種の部分を変えた中

で、なおかつ入札執行の中で落ちたというこ

とでございます。

○議長（古舘繁夫君） 暫時休憩します。

午後 １時０８分 休憩

─────────────────

午後 １時０８分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 訂正させて

ください。

機種の部分の後継車の機種の変更ではなく

て、当初、取りました見積もりの部分の入れ

た見積もりの部分と、入札執行で落とした業

者さんの部分が違いまして、格段に落ちたと

いうことでございます。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） パトロール車、一

括で言います。大きい金が、パーセントから

言ったとき、やっぱり先ほどのシステムの話

にもよりますが、ちょっとどきっとする部分

がありますので、もし大きい金、パーセント

も含めてあるとすれば、もう少し御説明して

いただいたほうがわかりやすいなと思いまし

た。

それでパトロール車のほうは、同じ内容の

中で入札の結果、残というのは社会の決まり

の中の残でありますので、わかりました。

あとは、せっかく走ってきていると思いま

すが、後で私、確認いたしますので、議長、

進めてください。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

３番中嶋すみ江さん。

○３番（中嶋すみ江君） ７３ページの医療

給付費、ひとり親家庭等の医療費助成事業費

の減を、ちょっと説明していただきたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） この部分につき

ましては、対象者が減少したことによる減額

でございます。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 当初からの予定と

減った人数を教えていただけますか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。
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○民生部長（藤原豪二君） 当初予算４,４

００件を見込みまして、２５年度の見込みは

４,００３件の見込みでございます。

○議長（古舘繁夫君） １１番橋本博之さ

ん。

○１１番（橋本博之君） それでは１点につ

き質問させていただきたいと思いますが、還

付加算金の未払い問題、これ総務費に当たる

のではないかなと思うのですけれども、ここ

で質問してもよろしいですよね。

○議長（古舘繁夫君） 今の説明の中に入っ

ていたか。

○１１番（橋本博之君） いや、入っていな

いですけれども、ただ、総務費で説明できる

ほかないものですから、ここが一番当たりで

はないかなと思ったものですから。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 還付加算金の予

算については、あくまでも既定予算の中とい

うことなので、今回補正予算では提案してお

りません。

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 橋本議員、そういう

ことで御理解ください。

今の補正では話ありませんよね。議案にな

いですね。（発言する者あり）

暫時休憩します。

午後 １時１４分 休憩

─────────────────

午後 １時１４分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

ほかに質疑はありませんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） それでは歳入の５５

ページ、一番上のごみ処理手数料の増の当初

予算との比較でどういうふうにふえたのか、

その内訳を御説明いただきたいと思います。

続いて、歳出の８１ページの一番下でござ

いますけれども、交流促進センター泉源改修

工事、これ終わったという話は聞いておりま

すけれども、工事結果、源泉の温度だとかそ

ういった部分が、工事前と同じ温度まで回復

したのか。もちろん営業やっていますから、

改善されているとは思うのですけれども、ど

ういうふうに工事後変化あったのか、その点

についてだけ。

２点、御質問したいと思います。お願いし

ます。

○議長（古舘繁夫君） 環境生活主幹。

○環境生活主幹（石坂 聡君） まず１点

目、上杉議員の御質問にお答えします。

ごみ処理手数料の増についてでございます

けれども、収集ごみの枚数が５万２,７８０

枚ふえたこと。それと、直販のものについて

は数量的には同じですけれども、粗大ごみの

件数９０件ふえまして、その分で２３３万

８,０００円の増となっております。収集ご

みについては、例えば２０円については１万

９,５５０枚、４０円については１万５,８５

０枚、６０円については５,８９０枚、８０

円については１万１,４９０枚がふえていま

す。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島 学君） 泉源工事に伴い

ます温度の回復状況でございますけれども、

工事前といいますか、井水が入る前の温度が

４４度ということでございまして、改修工事

後についても４４度という形で、もとの温度

に戻ったということになってございます。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第４号平成２５年度美幌町

一般会計補正予算（第１０号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。
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したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１１ 議案第５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１１ 議案第

５号平成２５年度美幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第４号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） ９５ページをお

開き願います。

議案第５号平成２５年度美幌町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）について御説

明申し上げます。

今回の補正につきましては、補助金等の変

更交付決定等に伴う補正を行うものでござい

ます。

平成２５年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ１,０４６万１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９

億５,８３３万８,０００円とするものでござ

います。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

１０６ページ、１０７ページをお開きいた

だきたいと思います。

３、歳出について御説明いたします。

１総務費、総務管理費、一般管理費、一般

事務費２万５,０００円の増につきまして

は、高齢者受給者証、３月と７月に年２回更

新しておりますが、７０歳から７４歳の受給

者につきましては、２割負担が１割の軽減特

例措置が延長等に伴いまして、再交付を行う

ための増額でございます。

その下、２保険給付費、療養諸費、一般被

保険者療養給付費、それからその下、２高額

療養費、一般被保険者高額療養費につきまし

ては、財源調整でございます。

７共同事業拠出金、高額医療費拠出金につ

きましては、国保連合会より共同事業拠出金

が確定したための８０８万円の減額でござい

ます。

次のページ、１０８ページでございます。

保険財政共同安定化事業拠出金につきまし

ても、国保連合会より共同事業拠出金が確定

したための１,１５６万４,０００円の減額で

ございます。

９基金積立金につきましては、当初予算で

は預金利子を０.３％で見込んでおりました

けれども、決算見込みでは０.０２５％から

０.１８％の利率であったため、８６万７,０

００円の減額でございます。

その下、１０諸支出金、償還金につきまし

ては、国民健康保険と社会保険等の調整と平

成１８年から２０年における財政調整交付

金、療養給付費負担金を北海道の示す数字で

交付を受けておりましたが、会計検査院の指

摘により返還するため、２９５万９,０００

円増額補正するものでございます。

その下、繰出金でございます。直営診療施

設繰出金につきましては、かねてから申請し

ておりました国保病院の保健事業、総合相談

窓口、インターネットによる医師募集、レー

ザー光凝固装置に係る特別調整交付金が確定

したため、７０６万６,０００円を増額する

ものでございます。

歳出については、以上でございます。

歳入については、１０２ページ、１０３

ページをお開きいただきたいと思います。

２国庫支出金、１国庫補助金、２高額医療

費共同事業負担金につきましては、歳出の国

保連合会、高額療養費共同事業拠出金の額の

確定により、補助率４分の１で精算の結果、

２０２万円を減額するものでございます。

その下、２国庫補助金、財政調整交付金に

つきましては、特別調整交付金、国保病院の

保健事業分、直営施設分の交付により５７５

万４,０００円の増額補正でございます。

その下、高齢者医療費制度円滑運営事業費
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補助金につきましては、先ほど歳出で説明い

たしました高齢受給者の７０歳から７４歳の

軽減特例延長に伴う再交付事務の補助金２万

５,０００円を増額するものでございます。

その下、５道支出金、道負担金、高額医療

費共同事業負担金につきましては、国庫補助

と同様補助率４分の１で、２０２万円を減額

補正するものでございます。

その下、道補助金、財政調整交付金につき

ましては特別調整交付金、国保病院の保健事

業分、直営施設分の交付により６分の１、１

３１万２,０００円の増額補正でございま

す。

６共同事業交付金につきましては、１件、

８０万円以上の高額レセプトが減少したこと

により、３,１７５万４,０００円を減額補正

するものでございます。

その下、保険財政共同安定化事業交付金に

つきましては、１件、３０万円から８０万円

の高額レセプトが増加したことにより、２,

５９８万４,０００円を増額するものでござ

います。

７財産収入、利子及び配当金につきまして

は、利率の減少により減額でございます。

８繰入金、国民健康保険基金繰入金につき

ましては、国民健康保険税が当初予算見積も

りより増額したため、繰り入れしなくて済み

ましたので、６８７万５,０００円を減額す

るものでございます。

その結果、３月補正後の基金残高は２億

９,４２０万５,０００円でございます。

以上、御説明いたしました。御審議賜りま

すようよろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５号平成２５年度美幌町

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に

ついてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１２ 議案第６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１２ 議案第

６号平成２５年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第３号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 議案第６号平成

２５年度美幌町介護保険特別会計補正予算

（第３号）について御説明申し上げます。

平成２５年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。

今回の補正につきましては、居宅介護サー

ビスの給付費の増及び年度末の事務事業の確

定に伴う補正でございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ８,０３０万７,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億

６,２５６万７,０００円とするものでござい

ます。

第２項につきましては、事項別明細書で説

明いたします。

１２２、１２３ページ、お開きいただきた

いと思います。

３、歳出について御説明いたします。

１総務費、総務管理費、一般管理費につき

ましては、介護保険の賦課徴収などのシステ

ムプログラム改修に伴う委託料５５万２,０

００円の増額補正でございます。

２保険給付費、介護サービス等諸費、居宅

介護サービス給付費につきましては、訪問介

護１,１５０万円、通所介護２,１６０万円、

短期入所療養介護７８０万円などが増加して

おりまして、決算見込みが大幅に増加し、
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５,６３５万７,０００円を増額補正するもの

でございます。居宅介護サービス給付費の内

訳といたしまして、訪問介護でございますけ

れども、ホームヘルパー、美幌７事業所、一

人当たりの利用時間の増。通所介護、デイ

サービス、あさひサービスセンター、デイ

サービスセンター、それからデイサービスセ

ンターみんと美幌の利用回数、利用者数の増

でございます。短期入所療養介護につきまし

ては、アメニティ美幌ショートステイの利用

者、日数の増加でございます。

その下、施設介護サービス給付費２,５９

６万７,０００円の増額につきましては、介

護老人福祉施設緑の苑、介護老人保健施設、

アメニティ美幌等の利用者数の増加によるも

のでございます。

２介護予防サービス等諸費、居宅介護予防

サービス給付費につきましては、訪問介護、

通所リハビリ等の減少により、１,１３１万

７,０００円を減額するものでございます。

次のページ、１２４ページ、１２５ページ

でございます。

３高額介護サービス等費、高額介護サービ

ス費につきましては、利用者が利用したサー

ビスの１割を定額負担しておりますけれど

も、１割負担の合計額が一定額を超えた場合

に、利用者に払い戻す制度でございますけれ

ども、居宅介護、施設介護サービスの給付実

績増に伴う１５６万円の増額補正でございま

す。

５特定入所者介護サービス等費、特定入所

者介護サービス費につきましては、利用者に

関する食費、滞在費は保険給付の対象外と

なっておりますけれども、低所得者に対して

施設設定金額と所得段階ごとに設けられてお

ります負担限度額、差額を給付するものでご

ざいます。１件当たりの給付金が増加したた

め、８６１万５,０００円を増額するもので

ございます。

６その他の諸費、審査支払手数料につきま

しては、審査件数が１万９,５００件見込ん

でおりましたけれども、２万１,０００件に

増加したため、１０万５,０００円を増額補

正するものでございます。

３地域支援事業費、介護予防事業費につき

ましては、高齢者学級における学習講師報酬

の執行残３万円、クラブ活動費用等の執行残

１０万４,０００円、合計１３万５,０００円

を減額補正するものでございます。

次のページ、１２６ページ、１２７ページ

でございます。

２包括的支援事業費、任意事業費でござい

ますが、報償費は執行残１０万５,０００

円、短期宿泊利用サービス委託料は利用実績

に基づき５６万４,０００円を減額、生きが

い活動通所支援事業委託料につきましても利

用実績に基づき４１万９,０００円の減、配

食事業運営委託料につきましては８,４００

食を予定しておりましたけれども、６,１５

０食という見込みのため、３５万１,０００

円を減額するものでございます。

基金積立金につきましては、利率の減少に

より１０万８,０００円を減額するものでご

ざいます。

諸支出金、償還金利子割引料につきまして

は、税額変更、資格喪失に伴う還付金１５万

円を増額するものでございます。

歳出は、以上でございます。

歳入についてでございます。

〔「説明省略」と呼ぶ者あり〕

それでは、以上、御説明いたしました。御

審議賜りますよう、よろしくどうぞお願いい

たします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第６号平成２５年度美幌町

介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１３ 議案第７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１３ 議案第

７号平成２５年度美幌町公共下水道特別会計

補正予算（第２号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の１２

９ページをお開きください。

議案第７号平成２５年度美幌町公共下水道

特別会計補正予算（第２号）についてを御説

明申し上げます。

平成２５年度美幌町の公共下水道特別会計

補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。

今回の補正につきましては、年度末の事務

事業の確定などによる執行残等の整理を行お

うとするものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ１６９万４,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億

９,２８８万円とするものであります。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更は、「第２表 地方

債補正」で御説明いたしますので、１３２

ページをお開きください。

第２表、地方債補正であります。

公共下水道事業の限度額１,５６０万円を

下水終末処理場電気設備更新実施設計委託料

の入札執行残によりまして、事業費確定によ

り１０万円を減額して、限度額を１,５５０

万円とするものであります。

次に、１３８、１３９ページをお開きくだ

さい。

３、歳出。

２目の維持管理費、終末処理場維持管理事

業費の中の燃料費はＡ重油、光熱水費は電気

料の単価アップによる増額で、その他は事務

事業の確定などによる減額補正であります。

次に、１３６、１３７ページにお戻りくだ

さい。

〔「説明省略」と呼ぶ者あり〕

以上、説明申し上げましたので、よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７号平成２５年度美幌町

公共下水道特別会計補正予算（第２号）につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１４ 議案第８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１４ 議案第

８号平成２５年度美幌町個別排水処理特別会

計補正予算（第３号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の１４

１ページをお開きください。

議案第８号平成２５年度美幌町個別排水処

理特別会計補正予算（第３号）についてを御

説明申し上げます。

平成２５年度美幌町の個別排水処理特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。

今回の補正につきましては、年度末の事務
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事業の確定などによる執行残等の整理を行お

うとするものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ１１６万円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７,９８９万５,０

００円とするものであります。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

次の１５０、１５１ページをお開きくださ

い。

３、歳出。

２目の維持管理費、手数料、清掃業務委託

料は事務確定による減額であります。

次に、１４８、１４９ページにお戻りくだ

さい。

〔「説明省略」と呼ぶ者あり〕

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 済みません。思い

としてはしたくないのでありますが、１４９

ページ、会計処理のお話ということで、私の

認識を改めるためにお聞かせ願いたいという

趣旨であります。

１４９ページを見ますと、一般会計繰入金

のマイナスで計上しております。それでひっ

かけで悪いのですが、前の議案のとき、否決

するか云々でないですよ、もう決まったこと

ですから。のときに、歳入を１０８万６,０

００円見ておいて、減額補正で１６９万４,

０００円という、前の案件でした。それで今

回、一般会計繰入金のマイナスということの

取り扱いで、びったりこの場合処理されよう

と思っているもので、会計上の処理に当たっ

ての手法という意味でお聞かせ願いたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） まず、一般

会計繰入金についての１１６万円につきまし

ては、これは財源調整ということで、一般会

計から財源の調整をいただくものでありま

す。それで手法といいますと、要はもともと

のうちのほうの分担金とか、使用料で賄いき

れない中で、一般会計の繰り入れをしていた

だき財源調整をし、その中で執行しておりま

すので、今回この一般会計の繰入金は、他の

いろいろな部分の歳出その部分を見た中で、

今回一般会計繰入金も減額した中で執行でき

るということでございますけれども。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 全くそのとおりだ

と思っていますので、誤解なさらないでくだ

さい。それでひっかけですから。前の案件の

例を見ますと、一般会計から、ちょっとペー

ジ数を今確認しますけれども、さかのぼれな

いのはわかっておりますが、そのものではな

くて、前の議案のとき１６９万４,０００円

減額しているよと、前の案件としてね。その

中で、一般会計の繰入金が１３７ページ見ま

すと、１０８万６,０００円が計上されてい

ると。調整の中で、私は繰り入れというのが

あり得るのだなというふうに思っていました

から、繰り入れは繰り入れとして取り扱っ

て、全体でマイナスと扱うなら扱うというの

が妥当かなという思いが、ちょっと募ったも

のでありますからお聞きしていますが、これ

は単なる勉強会であるならば質疑に値しませ

んので、あとでお聞きに参りますので御丁寧

なる御説明をよろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今、御丁寧

にお答えできませんので、ぜひそういう形の

部分でお聞きしていただきたいと思います。

大変申しわけありませんでした。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第８号平成２５年度美幌町
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個別排水処理特別会計補正予算（第３号）に

ついてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１５ 議案第９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１５ 議案第

９号平成２５年度美幌町水道事業会計補正予

算（第３号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の１５

３ページであります。

議案第９号平成２５年度美幌町水道事業会

計補正予算（第３号）について御説明申し上

げます。

今回の補正につきましては、年度末の事務

事業の確定等による執行残等の整理を行おう

とするものであります。

総則。

第１条、平成２５年度美幌町の水道事業会

計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。

業務の予定量の補正。

第２条、平成２５年度美幌町水道事業会計

予算（以下「予算」という。）第２条に定め

た業務の予定量を次のとおり補正する。

給水戸数、年間総給水量、１日平均給水量

は使用件数及び使用量の増、主要な建設事業

は執行残及び事務事業確定による減額で、記

載のとおりであります。

収益的収入及び支出の補正。

第３条、次のページにあります資本的収入

及び支出の補正、第４条につきましては、補

正予算実施計画書及び説明書で御説明申し上

げます。

１５５ページをお開きください。

企業債の補正。

第５条、起債の目的にありますが、水道管

路整備事業ですが、補償工事延長の減及び入

札執行残に伴い３６０万円を減額して、補正

の限度額を３,６２０万円とするものであり

ます。

その下、水道施設整備事業、入札執行残に

より３８０万円減額し、限度額を１,３４０

万円とするものであります。

その下、量水器収納筐設置事業、入札執行

残などにより２７０万円を減額し、限度額を

５,３５０万円とするものであります。

議会の議決を経なければ流用することがで

きない経費の補正、第６条及びたな卸資産購

入限度額の補正、第７条につきましては、記

載のとおりであります。

１５６、１５７ページをお開きください。

補正予算実施計画書及び説明書の収益的収

入及び支出の収入であります。

給水収益９７４万１,０００円の増額であ

りますが、使用実績がふえていることから増

額補正をするものであります。

その他につきましては、実績及び見込みに

よるものです。

次のページ、１５８、１５９ページ、収益

的収入及び支出の支出であります。

配水及び給水費並びに業務費のその他手当

４万円と２４万円の増でありますが、配水管

漏水事故等及び地方公営企業会計制度改正の

対応のために時間外手当の増額であります。

その他につきましては事務事業の確定に伴

うものであります。

次のページ、１６０、１６１ページであり

ます。

資本的収入及び支出の収入であります。

企業債、分担金、工事負担金等は、事務事

業確定に伴う減額であります。

次のページ、１６２、１６３ページであり

ます。

資本的収入及び支出の支出であります。

建設改良費につきましては、事務事業確定

に伴う減額補正であります。
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以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第９号平成２５年度美幌町

水道事業会計補正予算（第３号）についてを

採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１６ 議案第１０号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１６ 議案第

１０号平成２５年度美幌町病院事業会計補正

予算（第３号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） それでは、議

案１７１ページをお開き願います。

議案第１０号平成２５年度美幌町病院事業

会計補正予算（第３号）について御説明を申

し上げます。

今回の補正につきましては、年度末におけ

る執行見込みによる予算の整理と資本的収支

の不足額を内部留保資金に求めた場合に、内

部留保資金が減少するため、不採算繰入金と

して１億３００万円の増額補正を行うもので

あります。

第１条、平成２５年度美幌町の病院事業会

計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。

第２条の業務予定量の患者数及び主要な建

設改良事業、第３条の収益的収支の補正につ

きましては、それぞれ執行見込みを踏まえた

補正を行うものであります。

内容については、実施計画書、説明書で御

説明申し上げます。

次に、１７２ページをお開き願います。

第４条、資本的収支の補正につきまして

は、資本的収支の不足額を５,８６６万８,０

００円に改め、過年度分損益勘定留保資金で

補う補正を行うものであります。

補正内容は、記載のとおりであります。

第５条、債務負担行為の補正につきまして

は、医療機器の購入金額の確定による限度額

の補正を、第６条の企業債の補正につきまし

ては、執行見込みを踏まえた限度額の補正

を、第７条の議会の議決を経なければ流用の

できない経費である職員給与費及び第８条の

他会計からの補助金の補正につきましても記

載のとおり、執行見込みを踏まえた補正を行

おうとするものであります。

細部については、実施計画書及び説明書で

御説明申し上げます。

次に、１７５ページをお開き願います。

医業収益の補正についてであります。入院

外来収益の減額補正は、当初予算で１名の常

勤医師増加による入院、外来収益の増加を見

込んでおりましたが、常勤医師の採用が困難

であったことから、決算見込みを踏まえた減

額補正を行うものであります。

その他の医業収益につきましては、決算見

込みによる補正をそれぞれ行うものでありま

す。

次に、１７７ページをお開き願います。

医業外収益の補正についてであります。国

保会計補助金につきましては、病院が実施し

た健康管理事業、インターネットによる医師

確保対策経費、休日、夜間における代替医師

の賃金などが国保特別調整交付金の補助の採

択となったことから、それぞれ増額補正を行

うものであります。一般会計負担金のうち、

不採算地区病院の運営に要する経費１億３０

０万円は、不採算繰入金として増額補正を行

うものであります。

今回の補正により、当初予算の交付税措置

相当額６,７３２万円と合わせ、１２月の補
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正を含めると１億６,４７０万７,０００円の

不採算繰り入れとなります。

そのほかは、執行見込みによる補正であり

ます。

次に、１７９ページをお開き願います。

収益的支出の補正についてであります。給

与から経費まで、いずれも執行見込みを踏ま

えた補正を行うものであります。

次に、１８１ページをお開き願います。

研究研修費から医業外費用のうち借入金利

息まで、いずれも執行見込みを踏まえた減額

補正であります。

次に、１８３ページをお開き願います。

資本的収入の補正についてであります。企

業債の補正は、執行見込みによる減額補正を

行うもので、国保会計補助金については、購

入したレーザー光凝固装置が、国保特別調整

交付金の補助採択となったため増額補正を行

うものであります。

次に、１８５ページをお開き願います。

資本的支出の補正であります。器械及び備

品購入費は、医療機器の購入に係る執行見込

みによる減額補正を行うものであります。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１０号平成２５年度美幌

町病院事業会計補正予算（第３号）について

を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩をいたします。

再開を、２時５分といたします。

午後 １時５３分 休憩

─────────────────

午後 ２時０５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

先ほどの議案第４号平成２５年度美幌町一

般会計補正予算（第１０号）において、吉住

議員の質問の中で、第２表、債務負担行為補

正の中での公用車購入費（ワゴン及びバン）

について、担当主幹から説明の申し入れがあ

りましたので、発言を許します。

契約財産主幹。

○契約財産主幹（村田純一君） 先ほどの吉

住議員の質問にお答えいたします。

ワゴン車及びバンにつきましても車の仕様

については、特記仕様ですね、これについて

は見積もり時と入札の時では変更はしており

ません。それで８社の入札案内を出しまし

て、その結果、入札残となったという部分で

あります。

よろしくお願いします。

─────────────────────

◎日程第１７ 議案第１１号から

日程第３４ 議案第２８号まで

○議長（古舘繁夫君） 日程第１７ 議案第

１１号美幌地域３町障害程度区分認定等審査

会共同設置規約の変更についてから、日程第

３４ 議案第２８号平成２６年度美幌町病院

事業会計予算についてまでの１８件は、いず

れも新年度関係の議案でありますので、この

際、一括議題といたします。

これから、平成２６年度町政執行方針につ

いて、町長の発言を許します。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日ここ

に、平成２６年度一般会計ほか特別会計及び

事業会計予算並びにこれらに関連する議案の

御審議をいただく平成２６年第１回美幌町議

会定例会に当たり、町政運営の基本的な考え

方と平成２６年度予算の主な施策の考え方に

ついて申し上げ、町民の皆さん並びに議員の

皆様の御理解と御協力をお願いするものであ
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ります。

私は、町政を担い２期目最後の年度を迎え

るに当たり、かねてから申し上げております

ように、町民の皆様と向かい合い、話し合

い、地域の持つ多くの力を結集し、「すべて

は話し合うことから、そして前へ」を基本

に、将来に希望や夢の灯りがともる「小さく

てもキラリ夢輝くまちづくり」の実現を目指

すとともに、将来に向かい大きな発展の可能

性と潜在的な力を秘めた「びほろ」のあすへ

の発展のために、「５つの約束」をさせてい

ただきました。

第１に、地域基幹産業の振興と町内企業を

応援、資源を生かし「びほろ」の活性化を図

ること。

第２に、地域医療の充実を図ること。

第３に、健康づくりの推進と介護、福祉の

充実を図ること。

第４に、自治会、ボランティア団体、ＮＰ

Ｏなどの地域活動を応援し、地域力の結集を

図ること。

第５に、安心安全で「住んでていいなぁ」

と実感できるまちづくりを目指すこと。

以上の「５つの約束」と３８の主な事業の

推進と実現、新たな課題の解決に向け、全力

を傾注して取り組むことを決意しているとこ

ろであります。

２０２０年夏季オリンピックの開催が東京

に決定し、期待が膨らむ中、一方で東日本大

震災から早３年が過ぎようとしていますが、

被災地の復興はおくれ、いまだ道遠き状況に

あるとともに、原発事故を踏まえたエネル

ギー政策の方向性が、いまだに見えない状況

であります。

美幌町の行く末を展望するとき、少子高

齢、人口減少社会を迎え、一方では地方分権

が今後さらに加速されると予想される中、さ

まざまな課題に真正面から向き合い、これら

を乗り越え、長生きを楽しめるまちづくり

や、将来を担う子供たちに夢と希望を持つこ

とができるまちづくりを進めていくために、

町民の皆様とともに力を合わせ取り組んでい

く所存であります。

町政運営の基本的な考え方。

まず、新年度における町政運営の基本的な

考え方について申し上げます。

我が国の経済は、安倍政権が進める大胆な

金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚

起する成長戦略の「三本の矢」いわゆるアベ

ノミクスの効果もあり、実質経済成長率ＧＤ

Ｐが４四半期連続でプラス成長となるなど、

日本経済は着実に上向いていると言われてお

りますが、他方、景気回復の実感は中小企

業・小規模事業者や地域経済においてはいま

だ十分感じることができず、また、物価動向

についてもデフレ脱却は、まだ道半ばの状況

にあると言われております。

今後は、雇用・所得環境などが改善する中

で、個人消費が緩やかに増加し、企業の収益

やマインドの改善を背景に、設備投資の持ち

直しが見込まれるなど、内需が引き続き堅調

に推移し、景気回復の動きが確かなものとな

ることが期待されております。

現下の我が国の財政状況は、少子高齢化な

どの要因により悪化が続く中、リーマン

ショック後の経済危機への対応、東日本大震

災への復興対策が重なり、近年著しく悪化が

進み、厳しい状況にあります。

また、平成２６年４月１日から、地方消費

税を含む消費税の税率が５％から８％に引き

上げられます。このことにより、地方におい

ては地方消費税交付金が増額となりますが、

基準財政収入額の増に伴う地方交付税の減

額、一方、歳出では物件費、維持補修費、普

通建設事業費の増額が見込まれるなど、歳入

歳出全般にわたり大きな影響が生じることと

なります。

このような国内情勢の中で、持続的に美幌

町が発展していくためには、厳しい状況をど

のように乗り越えていくかを町民の皆様と一

緒に考えていく必要があります。

「小さくてもキラリ夢輝くまちづくり」を

進めていくために、この直面する厳しい状況

を成長するための機会・チャンスとしてとら
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え、知恵と工夫と力を出し合い、自治基本条

例の理念に沿った新しい美幌町の創造につな

げていきたいと考えております。

施策の基本的な考え方。

次に、新年度における施策の基本的な考え

方について申し上げます。

平成２６年度は、総合計画後期実行計画の

４年目、第２次財政運営計画～「未来への責

任を果たすために、強い財政基盤の確立を目

指して」～の２年目となります。第５期総合

計画は残すところあと２年となり、この２年

間を仕上げの年として、計画の実行に向けて

全力で取り組んでまいります。

また、第２次財政運営計画では、自治基本

条例に規定している情報の共有と町民参加を

進め、町民主権による自治の確立」実現を目

指すため、将来に目線を据え、計画の着実な

実行により、住民サービスの安定的かつ継続

的な提供の維持・向上に努めながら、過去の

経験を生かし、将来世代へ過度の負担を残さ

ない、未来に責任を持った持続可能な財政運

営に努めてまいる考えであります。

現在開会中の通常国会において、過疎地域

自立促進特別措置法（過疎法）の一部改正法

案が、議員立法で提案される見込みでありま

す。

改正案では、過疎地域指定の市町村要件の

人口減少率について、かねてから本町が要望

しておりました平成２２年国勢調査の確定値

を用いることとなったことから、本町は平成

２６年度から過疎地域に指定される見込みで

あります。

過疎地域指定自体は、諸手を挙げて喜ぶべ

きことかどうか、考え方はさまざまあると思

いますが、過疎指定により町内で事業を行う

際に、財政面で有利な過疎対策事業債の発行

が認められることになり、今後も予想される

厳しい財政状況下において、極めて有効な地

域指定となると受けとめております。

将来に負の遺産を残さぬよう、過疎債の発

行には慎重を期す必要があることは言うまで

もないことであり、選択と重点化に十分配慮

し、対応することが重要と考えております。

当初予算ではこうしたことから、本起債対

象予定事業の計上を一部留保したところであ

ります。

平成２５年度をもって５年間の経過措置が

満了となる、不採算地区病院に係る特別交付

税措置について、新たな財政措置の提案・要

望を行ってまいりましたが、その結果、総務

省においては、現行の対象要件について見直

しの余地があり、平成２６年度中に検討を行

うこととなったことから、平成２６年度は現

行の経過措置を継続することとなったところ

であります。

ひとまず安堵したところでありますが、見

直しに当たっては地域医療を守るため、引き

続き財政措置がされるよう、地域の実情を強

く訴えてまいります。議会議員の皆様にも大

変御心配とお力添えをいただいたところであ

り、感謝を申し上げる次第であります。

また、社会保障と税にかかわる番号制度に

ついては、関連法が成立し、公布されたとこ

ろでありますが、地方公共団体において、関

係システムの整備などの対応が必要となるこ

とから、これらに対する所要の財政措置は講

じられることとされておりますが、詳細が示

されていないことから、留保予算としたとこ

ろであります。

厳しい状況は、この先も続くと思われます

が、直面しているさまざまな課題の解決に向

け、地域経済の活性化対策のほか、地域医療

の充実、防災・減災対策、子育て支援の充

実、高齢者の見守りや健康づくりの充実、教

育環境の改善、公共施設の長寿命化などに特

に力を入れて取り組みます。

次に、六つの柱に基づき、施策の考え方を

申し上げます。

元気で働き、豊かなまちづくりについて。

保健・医療につきましては、特定健診対象

年齢を現行の３５歳以上から二十歳以上に拡

大し、若い世代からの糖尿病などの予防に特

に力を入れるほか、働く世代の女性支援のた

め、女性特有のがん検診を推進するととも
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に、各種健（検）診のＰＲ回数をふやすこと

により、新規受診者の奨励を図ってまいりま

す。

また、国保病院の医師確保に最大の努力を

行うとともに、医療機器の更新を引き続き行

う中で、新年度においては上部消化管内視鏡

の更新に合わせ、新規に経鼻用内視鏡を導入

し、患者の受診時の負担を軽減し、受診環境

を改善するとともに、診療体制の充実と経営

環境の改善に努めてまいります。

農林畜産業につきましては、ＴＰＰ協定が

地域の崩壊につながりかねないことから、引

き続き阻止の姿勢を堅持しつつ、全町挙げて

訴えるとともに、地方の産業と国民生活に及

ぼす影響などについて、十分な情報提供とあ

わせて、農林水産業者、商工業者、医療関係

者、消費者などの意見をしっかりと受けと

め、農産物の主要５品目を関税撤廃の例外品

目として確保するなど、農林水産業はもとよ

り、国民へ不利益が生じる場合には、交渉か

ら即時撤退するなど、適切な対応をとるよう

訴えてまいります。

農業基盤整備は、前年度大幅に上積みさ

れ、その約４割が新年度に繰り越されること

から、政権交代する以前の規模が見込まれ、

本町においても畑総事業を中心に、事業のお

くれを取り戻せる見込みであります。

本町の主要作物であるてん菜は、近年の作

況が好ましくないことや労働環境が厳しいこ

となどから、作付意欲の減退と、他の作物へ

の転換が進んでいる状況にあります。作付面

積の減少は、製糖工場の安定的な操業に大き

な支障となり、地域経済に大きく影響を与え

るため、ＪＡでは平成２６年度に甜菜育苗セ

ンターを、旧上美幌小学校跡地に建設したい

意向であることから、ＪＡの要請に応え土地

を無償貸し付け、建物を無償譲渡することと

し、加えて建物解体費などの一部助成及び育

苗用土の運搬経費を４年間補助することとし

たところであります。

酪農振興策では後継牛確保のため、性判別

凍結精液補助の対象を、未経産牛のみから経

産牛の２回目までに拡大を行い、優良黒毛和

種肉用牛群確保のため、繁殖素牛購入に対す

る補助も引き続き実施いたします。

また、美幌峠牧場の運営については、引き

続き有限会社ワタミファームが行うこととな

りますが、平成２６年度も継続して町内外の

預託牛の受け入れをお願いすることで、畜産

振興を図ってまいります。

林業振興策では、ＦＳＣ森林認証材の利用

促進を図る町産材活用促進事業は予算枠を拡

大、木質ペレットストーブ購入事業は補助単

価を増額し、継続実施してまいります。

さらに、新規事業として、国内認証制度で

ありますＳＧＥＣ認証エリアの拡大が進んで

いる中、自然環境に配慮した質の高いＦＳＣ

認証材の保全を図るため、ＦＳＣ認証材から

出材された木材に対し、町と森林組合により

当面１０％程度の単価上乗せ補助を行い、認

証材と非認証材の差別化を図る認証材普及事

業補助金の創設を行い、森林認証区域の拡大

を図ってまいります。

季節労働者の生活安定を図るため、離職時

期の雇用対策事業を継続実施するとともに、

厳しい雇用情勢の中、引き続き国の緊急雇用

創出推進事業を活用し、雇用の創出を図り、

通年雇用のための取り組みを行ってまいりま

す。

商店街活性化につきましては、平成２２年

度から実施しておりますスマッピーカード

チャージ事業が、町内での消費拡大に大きな

効果を上げていることから、昨年度に実施し

た子育て世代を中心とした若者の対象年齢を

拡大し、予算額を確保したところでありま

す。また、平成２４年度から商工会議所が実

施しております買い物弱者を主な対象とした

買い物宅配・サービス事業について、町内商

業者と消費者の結びつきを深める商店街活性

化事業に再構築することとし、事業を安定的

かつ継続していくため、３年間を基盤づくり

の期間とし、定額補助をすることとしたとこ

ろであります。

観光振興については、本町最大の観光ス
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ポットである美幌峠を活用した宣伝活動やイ

ベントを強化するとともに、美幌町観光振興

計画に基づく観光振興に向けた施策の検証を

進めてまいります。

また、峠の湯びほろにつきましても、平成

２６年度からの指定管理者の変更に伴い、一

部リニューアルを図り、サービス向上と入浴

者の増に努めてまいります。

たがいに助け合い、温かなまちづくりにつ

いて。

平成２３年４月にスタートした美幌町自治

基本条例は、協働を基本原則の一つとして掲

げ、町民、議会及び行政が、それぞれの役割

及び責任において、協働して美幌町の自治を

推進していくことを目指しております。今

後、地域経済を再生し、成長を持続的なもの

とするためには、全ての人材が、それぞれの

持ち場で、持てる限りの能力を生かすことが

できる全員参加が重要であります。

自助・自立を基本としつつも、自助・共

助・公助の三つの主体がバランスのとれた政

策や活動を検討していく必要があります。

公助については、財政上の制約がある中

で、地域の課題に対応し、活性化を図ってい

くためには、共助の精神によって、人々が主

体的に支え合う活動を促進し、支援すること

で、活力ある社会にしていくことが必要であ

ります。

こうした活力と共助の精神にあふれる社会

をつくっていく上で、その担い手は多様化し

ており、これまで地域社会において重要な役

割を担ってきた自治会、消防団、商店街のみ

ならず、特定非営利活動法人（ＮＰＯ）、公

益法人、企業など、さまざまな主体が積極的

かつ活発に参加している状況にあります。今

後、こうした多様な担い手のさらなる参加や

活動の活発化を促す仕組みを構築してまいり

ます。

お互いを思いやり、手助けする社会づくり

を進めていく上では、多様な担い手によるノ

ウハウの活用やきめ細やかな支援により、地

域のさまざまな問題が解決されることが、大

いに期待されております。住民からの志のあ

る資金に支えられ、社会的に弱い立場にある

人たちに寄り添いながら、さまざまな課題に

取り組んでいる特定非営利活動法人も多く、

また、現在、社会全体の課題として認知され

ていないことについても、支えを必要として

いる人々の存在に早期に気づき、支えること

で、将来その能力を発揮し、支える側に回る

下支えをする活動に取り組んでいる例もあり

ます。

新年度予算においては、地域社会において

重要な役割を担う自治会活動を支えるよう、

自治会活動運営等補助金及び地域集会室施設

整備補助金を見直すとともに、差し迫った緊

急事態に対処するため、自治会高齢者カード

の配付予算を計上したところであります。

また、新年度は、地域福祉計画を初め、第

４期障がい福祉計画、高齢者保健福祉計画・

第６期介護保険事業計画、子ども・子育ても

次世代育成支援事業計画の策定年度であり、

協議会を設置し、町民の皆様の意見を反映

し、策定してまいります。

今後、ますます地域と行政の連携は不可欠

であり、地域に密着したきめ細やかな自治会

活動や、さまざまな地域社会の担い手の育成

助長を図るとともに、自治基本条例に基づ

き、町民主体、情報共有、参加、協働の四つ

の基本原則を柱に、まち育講座、まち育出前

講座の開催やまち育新聞の発行などに加え、

地域サポーター制度、町長の車座トークをさ

らに活用し、町民が主役のまちづくりを推進

してまいります。

きまりを守り、明るいまちづくりについ

て。

交通安全運動につきましては、引き続きこ

の町から悲惨な交通事故による死傷者を出さ

ないよう、安全教室や自転車教室を開催する

とともに、交通安全指導員及び高齢者ボラン

ティア交通安全指導員の方々による通学路や

交差点の交通安全指導、さらには多くの町民

の方々の協力を得て実施しておりますおはよ

うコール旗の波運動など、町民の皆様ととも
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に引き続き一丸となって取り組んでまいりま

す。

消防行政では、緊急防災事業を活用し、は

しご車の更新として、２０メートル級の高所

活動車を導入し、消防体制の充実強化を図る

とともに、昨年、１００年の歴史を刻んだ消

防団組織につきましては、今後も地域防災力

の中心として大きな役割が期待されることか

ら、消防団員の防火衣を更新し、今後、計画

的に安全装備品の整備に努め、組織の充実強

化を図ってまいります。

消費者保護につきましては、年々巧妙な手

口で悪質化する契約トラブルに対し、未然防

止及び被害拡大防止に重点を置き、消費者協

会との連携により相談体制の強化を図るとと

もに、情報提供を積極的に行い、町民の皆様

が被害に遭わないよう、被害の予防・防止に

努めてまいります。

今後の防災・減災対策は、平成２４年度に

見直しを行いました地域防災計画に基づき、

着実な推進をしていくこととしております

が、防災意識の啓発として、また分散備蓄を

進めるため、家庭用非常用持ち出し品セット

の全戸配布を新年度から４年間で取り組むこ

ととし、予算化をいたしました。

また、避難所の耐震化につきましては、新

年度はコミュニティセンター耐震補強事業を

行い、年次的に実施していくほか、消防庁舎

の耐震診断を実施いたします。

公的な備蓄につきましては、本年度に策定

した備蓄計画に基づき、年次的に整備を図っ

てまいります。

さらに、東日本大震災復興支援の職員派遣

につきまして、多くの地域で職員が不足して

いる状況にあり、本町としましては、行政改

革の実施により厳しい職員数ではあります

が、引き続き新年度も１名、１年間派遣する

予定であり、息の長い支援をし、被災地が一

日も早く復興するよう支援をいたしてまいり

ます。

日本の安全保障の指針となる新たな防衛計

画の大綱と、それに基づく中期防衛力整備計

画・統合機動防衛力の構築に向けてが、昨年

１２月に閣議決定され、陸上自衛隊の編成定

数が現有勢力の全国で１５万９,０００人、

道内３万７,０００人体制が維持されるとい

う結果となったことは、北海道に所在する部

隊の人員減が避けられたことと受けとめてい

るところであります。

しかし、新たな防衛計画による陸上自衛隊

の体制改革により、第６普通科連隊・第１０

１特科大隊が駐屯する陸上自衛隊美幌駐屯部

隊に影響を与えかねないものと危惧してお

り、北の守りを基本として国の守りがあるこ

とを共通認識し、道東地域住民の安全安心を

確保するため、引き続き協力諸団体一丸と

なって駐屯部隊の充実整備に向け、より具体

的な提案型の陳情を、さらなる活動を展開し

てまいります。

環境を整え、美しいまちづくりについて。

森林・林産業の持続的な発展を図るととも

に、地域全体の活性化を推進するため、自然

環境に配慮し、適切に管理された森林から産

出されたＦＳＣ森林認証材の利用促進を図る

とともに、認証エリアの拡大を図り、ＣＯ２

排出削減及び森林による吸収量増大などの地

域循環システムの構築に向け事業を推進いた

します。

また、木質ペレットストーブの導入及び太

陽光エネルギーを利用した住宅用発電システ

ム普及促進を図ってまいります。

本町の公共下水道事業につきましては、昭

和４８年から全道市町村に先駆けて着手し、

３２年を経過いたしました。年数の経過とと

もに終末処理場及び管渠等の施設の老朽化が

進んでいることに伴い、公共下水道長寿命化

計画に基づき補助事業を活用し、年次的な整

備をすることとし、新年度から終末処理場設

備等更新事業に着手いたします。

平成２３年度から３カ年計画で実施してき

ました住宅リフォーム促進事業は、町民の方

から大変好評であり、継続の要望も多いこ

と、また地域経済循環への効果も大きいこと

から、新年度も継続することとしたところで
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であります。

町道整備につきましては、町道１２１号の

改良工事を継続実施するほか、町道２路線の

舗装補修工事を実施いたします。

また、大正橋長寿命化修繕のための実施設

計を実施いたします。

美幌町内の公共交通については、新年度か

ら福豊小学校が旭小学校に統合されることか

ら、民間バス路線「古梅線」を廃止し、混乗

型スクールバスの運行を実施してまいりま

す。

また、平成２４年１０月から運行を開始し

た農村地区の乗り合いタクシーは、通院や買

い物への交通手段として定着してきており、

今後も高齢者の方へ周知を図りながら、生活

の足として、加えて健康づくりや生きがい活

動参加のための交通手段として、利用を推進

してまいります。

除排雪につきましては、直営と委託により

早期の生活路線確保を図るとともに、農村地

区におきましては、地元の除雪部会の御協力

により、集乳路線及びバス路線を中心とした

除雪を実施し、早期の生活路線確保を図るた

め、地区の拡大に向け協議を進めてまいりま

す。

また、間口除雪（置き雪対策）につきまし

ても継続して実施してまいりますとともに、

高齢社会における除雪のあり方について、地

域の声をいただきながら、さらに進めまいり

ます。

文化を高め、しあわせなまちづくりについ

て。

町民会館「びほーる」は、昨年度オープン

以来、舞台、音響、照明を初めとする施設設

備の充実により高い評価を得ており、利用率

も非常に高く、数カ月先まで予約が入るな

ど、喜ばしい状況であり、まさに美幌の文化

の中核的・中心的役割を果たしております。

町としましても、引き続き鑑賞事業の充実

を図るなど、文化振興に努めてまいります。

スポーツ振興につきましては、本町出身の

アスリートたちがオリンピックを初めとした

世界大会、全国大会ですばらしい活躍をして

おります。次世代の児童・生徒においても多

くの指導者に支えられ、全国・全道の各種競

技大会で目覚ましい活躍を見せておりますこ

とから、全国大会などの指導者派遣や管内大

会へのバス借り上げなどの支援拡充を図って

まいります。

また、ビホロ１００キロメートルデュアス

ロン大会がことしで２８回目を迎え、スポー

ツイベントとして全国的に知名度もあり、新

年度も各地から約３００名の選手を迎え、ス

ポーツの振興と町民との交流を図ってまいり

ます。

学校教育につきましては、小学校の３５人

学級を推進するため、期限つき教員を継続配

置します。また、小学校及び中学校に特別支

援介助員を継続配置し、特別支援教育の充実

に取り組み、子ども発達支援センター、保育

園、小学校及び中学校の連携により、子供の

発達段階に応じた支援の充実を図ってまいり

ます。

パークゴルフ場施設整備事業につきまして

は、場所が未定であることから、当初予算に

は計上しておりませんが、できる限り早く方

向性を決め、年度内着手を目指してまいりま

す。

創意と工夫を生かし、誇れるまちづくりに

ついて。

自治基本条例の基本原則であります町民参

加の方法はさまざまですが、まちづくりの主

体は町民の皆様であり、地域社会や町政に積

極的に参加して、初めて美幌町のまちづくり

ができるものと明記しております。情報共有

と町民参加により、町民、議会、行政での話

し合いが最も大切であると考えており、町民

の皆様との話し合う場を積極的に設けてまい

ります。

職員の人材育成につきましては、人事交

流、各種研修制度を充実させるほか、新年度

から勤務実績を給与等へ反映させる人事評価

制度を導入、実施してまいります。

財政の運営につきまして、平成２６年度国
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の地方財政への対応は、経済再生に合わせ、

リーマンショック後の危機対応モードから、

平時モードへの切りかえを進めていく必要が

あるとし、歳出特別枠や地方交付税の別枠加

算を見直すなど、歳入歳出面における改革を

進めていくこととしております。

また、国の歳出の取り組みと基調を合わせ

つつ、地方の安定的な財政運営に必要となる

地方の一般財源の総額については、平成２５

年度地方財政計画の水準を下回らないよう、

実質的に同水準となるよう確保されたところ

であります。

こうした方針から、財源の充実を図るため

地方交付税総額について、地域の元気づくり

推進費を一旦廃止し、新たに地域の元気創造

事業費３,５００億円が創設され、算定に当

たっては、各自治体が地域経済活性化に取り

組むための財政需要を算定するもので、人口

を基本とし、各自治体の行革努力や地域経済

活性化の成果指標を反映させる意向でありま

す。また、緊急防災・減災事業費は５,００

０億円確保され、地方交付税総額は１６兆

８,８５５億円となり、前年度に対して１,７

６９億円、１.０％減となったところであり

ます。

このような状況の中、平成２５年１１月に

策定しました美幌町中期財政試算では、平成

２６年度から平成２９年度までの４年間で、

約１３億円を超える収支不足が生じる推計結

果となったことを踏まえ、第２次美幌町財政

運営計画、未来への責任を果たすために強い

財政基盤の確立を目指してに沿って、将来像

を見据え予算編成に臨んだ結果、平成２６年

度の予算規模は、一般会計で９５億７１２万

５,０００円となったところであります。

今後、多額の費用を要する緑の苑移転改築

補助、町立病院医療機器更新及び不採算費用

繰り出し、北見赤十字病院改築に伴う運営費

負担、農業基盤整備事業、パークゴルフ場整

備事業、公共施設耐震化及び改修事業などに

加え、少子高齢化に伴う労働人口の減少や社

会保障費の増加など、一層厳しさを増す状況

が明らかである上、超高齢社会を目前に、厳

しい時代に耐えうる財政基盤の構築が必要で

あり、一昨年策定した第２次財政運営計画に

基づく長期的視点に立った財政運営にしっか

りと取り組み、健全財政のもとでの行政サー

ビスの提供を行っていく必要があると考えて

いるところであります。

結びに、以上、平成２６年度の町政執行に

当たりまして、私の考え方の基本を申し上げ

ました。

日本は、これまで経験したことのない人口

減少社会へ突入し、我が国が戦後歩んできた

枠組みからの大きな転換期に立っておりま

す。

私たちの町も同様の傾向で推移しており、

この厳しい時期を乗り越えていくためには、

新しいことに挑戦していくという気概、そし

て諦めない強い意志が何より重要だと思いま

す。このようなときこそ、何が町民益となる

のか、町民の皆様のためになる選択なのか、

どうすることが町益のために最善なのかを見

きわめ、この町に暮らす一人一人がともに手

を携え、行動を積み重ねていくことが必要だ

と思います。

先人の苦労と先輩方の多大な努力により築

かれた礎をもとに、さらに飛躍させ、未来に

引き継ぐという使命が、私には与えられてお

ります。

ソチオリンピック・パラリンピックには、

この小さな町から４人もの選手が出場し、世

界の舞台で活躍している姿を見て、選手の努

力は言うまでもなく、指導、そして支えてい

ただいた方々、多くの町民の皆様、ゆかりの

ある方々に、そして地域力に誇りを感じられ

ずにはいられません。

私は、この機会に改めて、次代を担う子供

たちが夢と希望にあふれ、そしてこの町に誇

りを持ち、ふるさとを思う強い意志と、人と

人との「きずな」を実感できるよう、今、こ

の町に生きている多くの方々が、それぞれの

立場で、持ち場で全力を挙げていただくよう

お願いし、その先頭に立って、まちづくりに
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全力で取り組んでまいる決意であります。

町民の皆様並びに議員の皆様に、今後とも

一層の御理解と御協力、そしてお支えを心か

らお願い申し上げ、私の町政執行に当たって

の方針といたします。

○議長（古舘繁夫君） 暫時休憩します。

再開を、３時５分とします。

午後 ２時４８分 休憩

─────────────────

午後 ３時０６分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

引き続き、平成２６年度教育行政執行方針

について、教育長の発言を許します。

教育長。

○教育長（平野浩司君）〔登壇〕 平成２６

年度美幌町教育行政執行方針を述べさせてい

ただきます。

初めに。

平成２６年度予算の審議をいただく美幌町

議会定例会におきまして、教育行政の執行方

針について述べさせていただきますことに深

く感謝を申し上げますとともに、議員並びに

町民皆様の御理解と御協力をお願い申し上げ

ます。

さて、学力の向上を初め、いじめや体罰な

どの対応をめぐって教育環境が注目され、教

育委員会のあり方が問われている状況にあり

ます。

また、少子高齢化の進行や情報化の進展な

ど、社会情勢が大きく変化する中で、社会シ

ステムの基盤である教育については、なお一

層の期待が高まっております。

このような状況において、教育行政を進め

る教育委員会として、町民の皆様や教育にか

かわる方々に対しまして、明確な教育行政執

行の方向性を示す中で、多くの皆様から御意

見をいただきながら、顔の見える教育委員会

として、さまざまな教育課題について積極的

に取り組んでまいります。

教育行政に臨む基本的な考え方。

まず、教育委員会の教育行政に臨む基本的

な考え方について申し上げます。

美幌町の教育行政は、美幌町教育目標を基

本として、その教育目標である人間性豊かな

教育を目指してを念頭に、「美しく豊かな自

然環境とその開拓精神にもとづき、町民ひと

りひとりが人間的ふれあいを大事にし、生涯

教育への関心を高め、生活・文化の発展をは

かるとともに、人間性豊かにして心身共に健

全であり、創意に富む児童生徒の育成を目指

す美幌町の教育を推進する」となっており、

この実現に向けて引き続き努力していく考え

であります。

このため、美幌町教育目標を基本に、第５

期総合計画の主要施策や第６次社会教育中期

計画の目指す姿の実現に向け、町行政との連

携を図りながら、教育の充実のため効果的な

施策を推進してまいります。

また、効果的教育行政の推進と町民への説

明責任を果たすため、教育委員会の主な事務

の管理・執行状況の点検・評価を行っており

ますが、新年度から内部評価に加え、新たに

学識経験者による外部評価を行い、その報告

書を町議会に提出するとともに町民の皆様に

公表し、検証内容を十分に生かした教育行政

を進めてまいります。

重点施策の展開。

学校教育の充実。

新学習指導要領による生きる力の育成を理

念として、児童生徒に確かな学力豊かな人間

性、健康・体力のバランスがとれた知育・徳

育・体育を身につけさせ、あわせて学校・家

庭・地域の三者がそれぞれの役割を認識し、

連携・協力を果たすことが求められていま

す。

そのためには、「正しい判断と行動のでき

る児童生徒の育成をはかる学校教育を推進す

る」という教育目標の実現に向けて、保護者

や地域に開かれ、信頼に応える学校づくりの

推進に取り組んでまいります。

確かな学力の向上。

全国学力・学習状況調査において、総じて

全道平均を下回る状況にあることから、この
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調査や独自の学力検査の結果を分析し、各学

校の改善プランに基づき学力向上に向けた授

業改善などの取り組みを継続して進めること

が大切です。チーム・ティーチングや習熟度

別指導など、きめ細かな指導の充実や道教委

のチャレンジテストを活用した、振り返り学

習などを進めていく考えであります。

長期休業中における学習サポートとして、

大学生、高校生ボランティアによる学習サ

ポート事業を年間１０日間、全小中学校で本

格実施してまいります。あわせて、退職教員

などを活用した放課後における補充的な学習

サポートにも力を入れてまいります。

家庭学習の習慣化を図るため、親子算数教

室の実施や生活リズムチェックシートの活用

を呼びかけるなど、保護者との連携に努めて

まいります。

新年度から、全国学力・学習状況調査の結

果を教育委員会の判断により公表することが

可能となることから、教育上の効果や影響な

ども考慮の上、児童生徒の個々の情報に配慮

しながら、公表していく考えであります。

現行制度で行われています３５人以下をめ

どとした少人数学級を小学校の全学年で継続

実施するため、２名の教員を町単独で配置

し、教員が児童一人一人と向き合う時間をよ

り多く確保し、きめ細やかで質の高い学習環

境を整えてまいります。

また、子供たちの学びや育ちの連続性を図

るため、幼稚園（保育園）、小学校、中学

校、高校へと進む過程で、それぞれの発達段

階に応じ不安をなくす指導ができるよう、学

校間の連携を推進してまいります。

特別支援教育については、障がいのある児

童生徒の教育的ニーズに応じた適切な教育支

援を行うため、個別指導計画、個別支援計画

を作成し、関係機関などと連携した効果的な

指導や支援に取り組んでまいります。

特別な配慮が必要な児童生徒には、引き続

き介助員を配置するとともに、新たな特別支

援教育関係者への研修会を実施するなど、特

別支援教育の充実を図ってまいります。

豊かな心と健やかな身体の育成。

豊かな心を育成するため、道徳教育の充実

がますます重要となってきています。特に、

基本的な生活習慣や社会生活上のきまり、生

命を大切にする心、他人を思いやる心、善悪

の判断などの道徳性を身につけさせることが

重要と考えております。推進に当たっては、

文部科学省の心のノートの活用や道徳の授業

公開、地域の人材やさまざまな教育資源を活

用した道徳教育の一層の充実を図ってまいり

ます。

いじめ対策では、昨年９月にいじめ防止対

策推進法が施行され、いじめの根絶に向けた

社会全体の機運が高まっています。学校・家

庭・地域・行政が、それぞれの役割を果たし

ながら、子供たちの小さなサインを見逃すこ

となく、未然防止、早期発見、早期対応に重

点を置き、実効性のあるいじめ防止対策に取

り組む考えであり、法律に基づくいじめ防止

基本方針を策定してまいります。

あわせて、いじめ問題やネットトラブルの

増加など、児童生徒を取り巻く環境が複雑か

つ多様化している現状を踏まえて、生徒指導

に係る研修会の充実を図ってまいります。

教育相談体制では、２名の専門的な知識を

持った相談員を配置します。教育専門相談員

は、家庭や学校だけでは解決が難しい教育的

な課題に取り組み、問題を抱える児童生徒や

家庭の相談、指導、支援を行います。

不登校専門相談員は、いじめや学業不振、

学校の集団生活になじめず不登校になってい

る児童生徒に対して、学校、家庭との連携を

とりながら、学校訪問や家庭訪問などでの相

談や支援業務、サテライト授業による学習支

援などを通し、学校復帰を目指すとともに、

問題解決に取り組んでまいります。

読書は、人生をより深く生きる力を身につ

けていく上で欠かすことのできない習慣であ

り、学校図書の整備充実や美幌図書館との連

携、朝読書や読み聞かせ、教科学習での活用

を図ってまいります。家庭内での読書を通じ

て、家庭のコミュニケーションを図ろうとす
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る家読を推進し、子供たちの読書習慣の定着

に努めてまいります。

児童生徒の健康維持では、定期的な健康診

断はもとより、感染症の予防に努め、学校で

は虫歯予防対策としてフッ化物洗口の実施、

中学校では薬物乱用防止教室を開催するな

ど、適切な保健管理指導を行ってまいりま

す。

健やかな体を育成するため、学校における

運動習慣の定着に向けた取り組みを進め、体

力の向上を積極的に推進します。あわせて、

全ての学年で新体力テストを実施する考えで

あります。

望ましい生活習慣を定着させるため「よく

体を動かし、よく食べ、よく眠る」という規

則正しい基本的な一日の生活リズムを身につ

けていくことが大切です。生活リズムと学

力・体力とは密接な関係にあることから、

「早寝・早起き・朝ごはん運動」を基本に、

家庭学習と毎日の運動の定着を図ってまいり

ます。あわせて、学校や家庭での食習慣の改

善などの食育の推進にも努めてまいります。

信頼される学校の推進。

教員は、教育の専門家として、高度な知

識・技能の向上とともに、教職に対する使命

感や責任感、地域や社会と連携・協働する力

が求められています。

そのため、個人研修や組織的に取り組む校

内研修、校内研修に裏づけられた授業の公開

を積極的に進めるなど、授業の改善、見直し

に努めるとともに、教育局指導主事や町指導

主事による学習指導や教育に関する専門的事

項の指導助言を行い、教職員の資質能力や指

導力の向上に努めてまいります。

学校はやるべきことをやり、その結果を公

開し、地域に開かれた信頼に応える学校づく

りを推進する必要があります。そのために

は、参観日や学校行事での保護者や地域の

方々との交流を初め、学校評議員との懇談、

学校だよりを通して学校の状況や取り組みの

様子を保護者や地域に発信するとともに、児

童生徒のアンケート、学校関係者の評価や外

部アンケートなど、多くの意見を反映させた

学校評価を行い、学校運営や教育活動の改善

を進めてまいります。

教職員は全体の奉仕者として、職務に対す

る責務を負っていることを自覚し、学校教育

に対する町民の信頼を損なうことのないよ

う、法令などを遵守し、みずからの姿勢を正

すなど、教職員一人ひとりが厳正に職務を遂

行するよう指導を徹底してまいります。

高等学校への連携協力。

平成２３年４月の一斉統合により、新たな

美幌高校が開校して４年を迎えようとしてい

ます。普通科と農業科が併設された高校とし

て、学校の特色を生かした教育活動が実践さ

れていますが、地元の中学生と保護者の皆様

にとって、魅力ある高校として選択いただけ

る存在であることが求められています。

美幌高校の教育活動の様子を広く情報発信

し、町内唯一の高校を町民全体で支える機運

を高め、魅力ある高校づくりを支えていくた

めの取り組みや、生徒確保に向けた必要な手

だてを町行政と連携を図りながら実施してま

いります。

教育環境の整備・充実。

複式校の解消。

町内で唯一の複式校であった福豊小学校

は、地域の御理解と御協力のもと、一連の閉

校関連の協賛事業を終え、新年度から旭小学

校に統合いたします。

児童並びに保護者の皆様に、統合先である

旭小学校へ不安なく通学できるようスクール

バス利用や受け入れ態勢など、万全を期して

まいります。

学校施設整備。

子供たちの快適で安全・安心な学習環境を

維持するため、計画的な施設の改修に努めて

おりますが、新年度は北中学校のトイレ洋式

化、理科教材などの整備、東陽小学校体育館

屋根改修、東陽小学校並びに旭小学校のプー

ル水槽の塗装修繕、美幌小学校並びに東陽小

学校の屋外遊具修繕、教育用パソコン並びに

東陽小学校の教職員用パソコンの更新などを
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実施いたします。

安全・安心な教育環境。

各学校では危機管理マニュアルを作成し、

不測の事態に備えておりますが、火災・地

震・台風災害を想定した避難訓練、防犯訓練

の実施、交通安全に対する意識啓発や交通

ルールの指導徹底、通学路の安全確保、登下

校の見守り活動、不審者情報メールの配信な

ど行ってまいります。

また、子供が、みずから身を守る態度や危

険を予測し、安全に行動しようとする安全教

育を充実させ、保護者、地域住民、関係機関

との連携を図りながら、一体となって子供た

ちの安全・安心を確保してまいります。

学校給食。

近年、食に関する知識の欠如、朝食の欠食

や偏った摂取やアレルギーなどの問題を抱

え、学校給食を通じた児童生徒への食に関す

る正しい知識や望ましい食習慣の指導強化が

求められております。

学校給食では、学校給食摂取基準に基づ

き、必要なエネルギーや栄養素を満たすよう

留意しながら、多様な調理法を組み合わせた

献立作成に努めるほか、美幌産農畜産物や加

工品を可能な限り使用するなど地産地消の推

進に合わせ、学校訪問指導を通じて地域農畜

産業への理解を深める取り組みを引き続き

行ってまいります。

また、安全・安心かつ栄養バランスのとれ

た給食提供のため、学校給食衛生管理基準に

基づき、食品微生物検査及び残留農薬の理化

学検査、有害生物の駆除、自主的な衛生管理

体制強化のため、給食調理室における調理室

内衛生管理点検調査や感染症予防に係る研修

の実施など、衛生管理対策を実施してまいり

ます。

なお、給食センターは開設後１６年が経過

し、各種調理機器等などが経年劣化したこと

により、新年度は吸収冷温水機、真空冷却

機、配送用コンテナ、汁わんなどの更新、炊

飯ライン並びに全自動煮炊き釜の修繕などを

行い、適切な維持管理に努めてまいります。

スクールバス。

スクールバスの運行事業については、新年

度から福豊小学校の統合に伴いスクールバス

２台を増車し、平成２５年度から混乗スクー

ルバス化した旧町営バス路線を含め、委託８

台、直営１台の９台で運行いたします。運行

に関しまして、児童生徒の利便性を図り、安

全運行に努めるのはもとより、少人数の登下

校にはハイヤーを代替として活用するなど、

引き続き経費削減と効率的な運行に努めてま

いります。

社会教育の充実。

「いつでも、どこでも、だれでも」が学習

できる生涯学習社会の実現のため、町民一人

一人の自主的・自発的学習の支援、学級や講

座の実施とその成果を地域に生かす取り組み

を進めてまいります。また、地域住民の学び

合いや家庭による学習のほか、異年齢・異世

代の間における相互学習や交流などの充実を

図るとともに、多様化する社会の今日的課題

をともに考え、学習する機会を提供してまい

ります。

また、次期社会教育中期計画策定を含め、

社会教育の推進及び活性化を進めるために、

社会教育委員の重要性が増していることか

ら、その活動の充実を図ってまいります。

健全な青少年を育む家庭・地域づくりの推

進。

家庭教育。

家庭教育力の向上のため、子供を持つ親の

学習機会を提供し、心身ともに健やかな青少

年の育成を図るため家庭教育学級、家庭教育

セミナー及びフレッシュママセミナーなどの

事業を積極的に推進してまいります。

また、各種事業を通じて、幼児期からの望

ましい生活習慣や家庭での学習の定着に関す

る啓蒙啓発を行ってまいります。

青少年教育。

次代を担う青少年の教育事業は、心身とも

に健やかな青少年を育成することを目的に、

小学生を対象として公共施設に宿泊しながら

通学する通学合宿や科学の楽しさ、不思議さ



－ 44 －

を体験するおもしろ科学の祭典inびほろ、家

庭・学校・地域が一体となり地域の子供は地

域で育てるという観点に立ったコミュニティ

スクール事業の推進、さらに子供を対象とし

たキッズカルチャークラブ、子どもちょっと

体験教室の開催など、生きる力をみずから獲

得するきっかけとなるよう各種事業を推進し

てまいります。

また、中学生リーダー、高校生リーダーの

養成や青年団体育成・支援を通じ、青少年の

主体性を高める活動を支援してまいります。

青少年対策。

青少年の健全育成に係る事業では、青少年

育成専門推進員を配置し、青少年育成指導員

を含む地域安全パトロール隊リトルウィング

及び関係機関が連携し、新入学期や長期休業

中、祭りでの巡視活動、さらには中学生との

合同巡視活動のほか、青少年問題協議会を初

め青少年育成協議会など関係団体との連携に

より、事件事故を未然に防ぐ活動を支援する

など、町民総ぐるみ運動のより一層の広がり

を展開してまいります。

成人・高齢者教育。

成人教育では、地域活動への積極的な参加

のための学習機会を提供するマナビティーセ

ンター講座を初め、女性学級、女性リーダー

国内研修を実施し、主体的な活動の促進を

図ってまいります。

また、新年度は、美幌高等学校の御協力を

いただき、教育委員会が連携して隔年で実施

しております美幌高校開放講座が開催される

ことから、学習機会がより充実することとな

ります。

高齢者学級として実施しております明和大

学は、入学者が減少傾向にありますが、高齢

者がみずから学び活動する場として、さらに

は生きがいの創出という面からも、その果た

す役割は大きいものがあります。今後とも学

生などの要望を的確に捉え、魅力ある授業内

容を検討し、楽しく学び続けることのできる

よう積極的に事業を推進してまいります。

豊かな心を育む文化芸術活動の振興。

芸術文化振興。

芸術や文化活動への意識を高めることは、

心に豊かさと潤いをもたらし、活力あふれる

地域づくりの基盤となるものと考えておりま

す。

文化活動の拠点施設として、町民待望の

「びほーる」が平成２４年８月にオープンし

ましたが、利用率も高く、町内外から非常に

高い評価をいただいております。新年度も

「びほーる」を核として、幅広い芸術文化に

触れる機会を拡充し、文化連盟を中心とする

鑑賞事業や指導者招聘事業のほか、数多くの

事業を行ってまいります。

また、児童生徒への芸術鑑賞や発表機会の

提供も積極的に推進してまいります。さら

に、ギャラリーを活用してのコンサートや絵

画展示も好評をいただいておりますことか

ら、引き続き実施してまいります。

社会教育を充実させる学習環境づくりの推

進。

図書館。

図書館では、引き続き乳幼児から高齢者に

至る幅広い世代への読書機会の提供に努める

とともに、第２次子どもの読書活動推進計画

に基づき、子供たちがあらゆる機会とあらゆ

る場所において、自主的に読書活動を行うこ

とができるよう、環境づくりを進めてまいり

ます。

また、保健師やボランティアの方々との連

携により、乳幼児への読み聞かせの大切さや

読書活動の推進を図るためのブックスタート

事業、さらには小学１年生を対象に児童書を

配付するブックセカンド事業も引き続き実施

し、読書の大切さを伝えるとともに、読書習

慣の形成と豊かな情操を育む事業を積極的に

推進してまいります。

博物館。

博物館では、多くの町民が興味を抱き、ふ

るさとを知っていただくきっかけづくりとな

るよう美幌町の野鳥たちをテーマとした特別

展の開催、さらには寄贈美術資料展、美幌の

四季展などの企画展を予定しております。
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教育普及では、引き続き各種団体や学校教

育とさらなる連携を図り、講座内容を拡充

し、博物館教育につながるよう努め、多くの

町民が博物館活動に関心を持ち、親しまれる

館づくりを積極的に目指してまいります。

文化財の保全・保護では、指定文化財の点

検、巡視を行うとともに、埋蔵文化財発掘調

査として、道営畑地帯総合土地改良事業の田

中、豊栄２地区における予備調査、各種開発

行為に伴う事前調査を予定しております。

社会教育施設。

社会教育施設整備については、利用の実態

や要望を踏まえ計画的に取り進めております

が、新年度は、あさひ体育センター屋根改

修、Ｂ＆Ｇ海洋センター上屋シート改修、リ

リー山スキー場のリフト及び圧雪車の修繕、

陸上競技場第４種公認検定、あさひ多目的運

動広場散水栓増設工事、人工芝更新、芝管理

用機器の整備、図書館電算システムの更新、

博物館暖房設備改修実施設計などを予定して

おります。

生涯にわたるスポーツ活動の振興。

心身ともに健康で充実した生活を営むため

には、生涯にわたり運動・スポーツ活動に取

り組むことが重要であり、誰もが、いつでも

どこでもスポーツに親しむことができる社会

の実現が課題となっています。

このような中、各種競技スポーツの普及と

生涯スポーツの振興に努め、町民の皆様が運

動に親しめる機会を充実し、誰もが健康で豊

かな生活と地域コミュニティが広がるよう、

体育協会及び総合型地域スポーツクラブと引

き続き連携、協働を図ってまいります。

また、各種スポーツ団体による積極的な活

動、スポーツ合宿の受け入れや指導者の養成

などにより、競技選手・団体の活躍が見ら

れ、全国大会や国際大会を初め、ことしのソ

チオリンピック・パラリンピックには、本町

出身のスポーツ選手４名が出場するなど、町

民に感動と希望を与えたことは、これまでの

活動の成果であると考えております。

新年度は、ＮＥＣラグビー部やスケートの

夏合宿などの招聘を予定しており、少年団や

高校生に対する指導も行われ、技術の向上は

図られるものと期待しているところでありま

す。

今後とも青少年から高齢者に至るまで、そ

れぞれのニーズに応じた活動の促進と指導者

の養成や活用を進め、地域スポーツの普及推

進を図ってまいります。

結び。

以上、平成２６年度の教育行政執行に当た

りまして、教育委員会の方針を申し上げまし

た。

教育委員会は、町行政や関係機関との連携

はもとより、家庭や地域と協働して、これか

らのふるさと美幌を支える子供たちの健やか

な成長と、町民一人一人が生き生きと学び続

ける人生を送ることができるよう、全力で取

り組んでまいります。

議員並びに町民皆様の御理解と御協力を心

からお願い申し上げます。

─────────────────────

◎会議時間延長の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

もはや４時近くになりましたが、あらかじ

め会議時間の延長をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、あらかじめ会議時間の延長を

することに決定しました。

暫時休憩をいたします。

休憩中に、議会運営委員会を開催いたしま

す。

再開を、４時５分といたします。

午後 ３時３８分 休憩

─────────────────

午後 ５時０８分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

先ほど、議会運営委員会を開きましたの

で、委員長から報告を求めます。
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１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 休憩中に議会運営

委員会を開催しましたので、その内容につい

て報告します。

先ほど、橋本博之さんから、還付加算金の

支払いてんまつについて緊急質問の通告があ

りましたので、日程第３５ 中嶋すみ江さん

の一般質問の前に、議案として日程に追加す

ることといたします。

議員各位及び説明員の御理解と御協力をお

願いして、議会運営委員会の委員長の報告と

いたします。

○議長（古舘繁夫君） ただいま議会運営委

員会委員長からの報告に対して、質疑を許し

ます。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） ただいま、議会運営

委員会の結果で議事に追加するということに

ついて、委員長にお尋ねしたいと思いますけ

れども、緊急質問できるというのは質問が緊

急を要するとき、その他真にやむを得ないと

認められ、議会が同意したときということで

書かれているのですけれども、具体的には緊

急を要するときというのは、例えば「天災地

変、騒擾、その他不時の大事故等に関するも

のである」というふうに書かれております。

私は、今回、議事として扱うについて、な

ぜその緊急性があるのかということを、議運

でどういう議論をして緊急性があるというふ

うに認めたのかについて、議運の委員長とし

てお答えいただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 今、質問されまし

たから、その点について、議会運営委員会の

中の話も含めまして答弁させていただきま

す。

まず一つは、この処理てんまつという意味

でありますが、２５年度中の解決というお話

が１点あります。そうなりますと、この案件

は少なからず日時が迫っているものだという

点が１点。

二つ目であります。広く町民にこの処理て

んまつが知れ渡っているかという鑑みまし

て、これはある意味では、町民が不利益をこ

うむることでもあります。そういう意味で

は、行政側のしっかりした内容が町民に知れ

渡ることも勘案すべきであるということで、

議案として追加日程ということで報告させて

いただいています。

なお、追加日程という趣旨は、自動的に緊

急質問として取り扱うかどうかという決定で

はなくて、議案の中で、議案として取り扱い

の中で、緊急質問を認めるか認めないか決す

る場であります。そういう趣旨で、議運とし

ては皆さんの会議のもとで、議案として追加

いたしました。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） ただいまの吉住議運

委員長の説明に、私は非常に納得がいかない

のですが、２５年度中で終了だからとか、日

時が迫っているとかということは、一切緊急

質問との関連性はないと思います。

それから、広く住民に知られているかどう

かということですけれども、美幌に限らず今

回の解釈について、多くの自治体で同じよう

な扱いで誤ったことで、美幌と同じように納

税者へ迷惑かけたということで、北海道新聞

や地元紙含めて現実にそういったことが報道

されて、町長も記者会見でそういったことを

言っておりますし、所管の委員会ででもき

ちっとした説明を我々受けていますから、別

にこれに隠せとか何とかということではな

く、そういう手順踏んでやっている中で緊急

性ということは、先ほど私が質問した天変地

変だとか、その他重大な事故だとか、そうい

うようなことで大変なようなときにしか、基

本的には緊急性というのは私はないのではな

いのかと。

そのことを拙速に認めていけばどんなこと

でも、それでは住民に知らされていないこと

について、緊急性があるからというようなこ

とで扱うことについては、非常に疑義があり

ますので、再度お答えいただきたいと思いま
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す。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 再度お答えさせて

いただきます。

先ほど言った日時ということの解釈です

が、これは対応として還付加算金の支払い、

決着という意味では２５年度予算の中の決着

だということをもってしても、この機を逃が

しては後の祭りという表現が適当かどうかわ

かりませんが、まず時期を離れているという

ことをいま一度申し上げたいと存じます。

そしてまた、今、総務文教厚生常任委員会

ということでありましたが、もちろんそうい

うことはありましたが、議会に報告、議論で

はないですよ。報告の中でもって町民に知れ

渡っているかというのは、やはり議論の要す

るところでありますので、そこは議案として

取り扱った上で、緊急性を皆さんにお諮りを

するという思いで、議運としては追加議案と

して上程させていただくということでありま

す。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 再度質問いたしま

す。

今の説明ですと、議会に報告をしたからと

いって、住民に知れ渡っているかどうかとい

うことで言えば、どんなことでも緊急性があ

ると。これは理事者側と議会との間のやりと

りだけで、そのことが住民に知らされていな

いということをもって、今回みたいなケース

で緊急性を認めるとすれば、どんなことでも

できるというふうに、議運の委員長としては

考えられているのですか。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 今回においては、

議運という委員会の中で、議案として追加す

るということを決めさせていただきました。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 私は、総務文教厚生

常任委員会の委員長をやっておりまして、還

付加算金問題については３回、最後のてんま

つまで委員会に対する報告をしていただきま

した。

もちろん委員会で報告があったから、本会

議で例えば一般質問で行政側の不手際だと

か、あるいは改善点などを取り上げられない

ということでは全くないわけで、疑問点を整

理すれば、あとは政策的な判断で本会議場で

一般質問という道は、今回もあったのだと

思っております。

前段で、補正予算との関連で質問を仮にす

るとすれば、この費目は総務費の最終節は償

還金利子及び割引料２３節、これが補正予算

案の中に含まれていれば、これにかかわって

当然質問される権利を持っておりますが、補

正予算書の中には２３節含まれていませんの

で、したがってできなかったということにな

るわけです。

しからばどういう道があったかといいます

と、行政報告が出されています。行政報告は

事前に全議員に渡っているわけなので、ここ

に書かれていること、または書かれていない

が大事なことについて、当然、一般質問で取

り上げるという道が残されておりまして、本

件については、本来、補正予算で取り上げら

れないとすれば、一般質問で取り上げるべき

性格のものだというのが議会上のルールだ

と、私は思っています。誰が要求しているか

ではなくて、そういうルールではないかと。

したがって、私は、議員は積極的に町政の

さまざまな問題について意見を出したり、あ

るいは姿勢を正すという機会をできる限り確

保すべきだというように思っている立場なも

のですが、しかし、やはり緊急質問は緊急質

問としての一定の制約があるということを考

えたときに、今回の議運の措置については、

相当拡大解釈されているのではないか、そう

いう思いを持っておりますので、その辺につ

いては、議運の委員長に見解をお聞きしたい

というふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。
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○１０番（吉住博幸君） 同じような答弁に

なるかと思いますが、それを踏まえた上で、

皆さんいろいろな議員必携とか、いろいろな

資料がお持ちだと思いますが、それも含めて

議運で決するという、ああいうことになって

おります。

今、大江氏が指摘されたことは十分承知し

た上で、本人の２５年度補正予算の中で聞け

る場面もあったということも事実であります

が、一つは、本人の錯誤もあった中で先ほど

申しましたが、処理てんまつという意味で

は、町民に知らせることも大きな意味で不利

益をこうむる人も生じた中での対応というこ

ともありますので、議運としては認めたとい

うことであります。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 見解は、変わらない

ということはわかりました。

そこで、今、美幌町議会の常任委員会は、

二つしかありません。総務文教厚生と経済建

設と、それぞれ所管ですから、所管の委員会

にさまざまな報告がなされておりますが、私

どもが今努力しているのは、所管に対する説

明はきちっとやっていただきたいと。その場

合に、所管外、委員外議員の方々について

も、それぞれ自分が所属しない分野でどうい

う問題が起きているのかということを積極的

に開示して、委員外議員として美幌町で起き

ている問題についてぜひ傍聴し、あるいは委

員外議員として御発言をお願いしたいと、こ

ういう立場にあります。

そういう意味で、今回、この還付加算金の

問題については、３回委員会できちっとした

説明をさせていただいているという中身で、

今後もこれは強めていかなければならないと

いうように思っています。

十分質疑をした上で、なお、町政の重要な

課題ということで一般質問で取り上げられる

のは、大いに結構なことだと思いますが、そ

ういう議会活性化の途上であるということに

ついても御理解をいただきたいなというよう

に、これは委員長に対する質問ではないので

すけれども、思っております。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 今、大江氏が言っ

ていること、もちろん新年度に向けて委員会

のあり方とかいうことで議論のしている最中

でありますし、おおむねきょうという意味で

はありませんが、その趣旨に沿った議会とい

うか、委員会の中身も変わっていくものだ

と、私も強く賛同するものであります。

そういう中でありますけれども、本来、議

員という立場は、行政に役目としてお聞きす

るものがあれば、先ほど大江氏もおっしゃっ

ていますけれども、聞くとするならば、議員

としての一つの町民に対する役割だと、これ

は私見もちょっと入っていますが、そう思っ

ておるところです。

よって、皆さんに改めて議案と上った上

で、皆さんの賛否をとるというルールであり

ますので、御理解をいただきたいと存じま

す。

○議長（古舘繁夫君） １２番宗像密琇さ

ん。

○１２番（宗像密琇君） 私は、今、お話し

している中身を聞いていまして、はっきり

言って上杉さんの意見のほうが正しいなとは

思っています。

と申しますのは、私の経歴から申し上げ

て、２６名ぐらいの議員がいて、いろいろな

中でもまれている中で緊急質問というものは

いかがなものかということで、相当、相当で

もないですけれども、二、三回緊急質問をし

たいと言ったときに、相当怒られたことがあ

ります。

ただいまお話が、ほかの議員からあったよ

うに、本当にそれは緊急に値するものなの

か、これが本当のことだと思います。ですか

ら、たまたま私も総務常任委員会でありまし

たから、いろいろな意見も伺いました。

それから、会計の中で問題はないのか、い

ろいろな質疑の中で納得もさせていただきま
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したし、予算の中でも問題はないということ

でありました。等々いろいろなことを考えて

みますと、果たして今の話が緊急質問に値す

るかどうなのか。

またもう１点としては、これを採決するも

のなのかという、本来しなくてもいいものを

採決まで持っていって、しなければならない

というのは私は納得いかない。

こういうことは、先ほど大江議員も言われ

ているように、一つのルールというものが

あって、そのルールの中からそれに添えない

人間が、一般質問も外した、聞き漏らした、

いろいろな点があるわけですから、そのとき

の経験を踏まえて、このときはこうやってや

るぞ、このときはこうやってやるぞと、そう

いうものではないかなと思います。

ですから、私は、上杉さん、大江さんの

言ってくれたことは、まことに筋の通ってい

る話だと、私の経験上の中ではそう思いま

す。ですから、これが議運の委員長には申し

わけないですけれども、これが議運に諮る、

表に出てくる前に、実はこういうことで緊急

質問したいのですけれどもと、中のほうで聞

かれたときに、議長含めてお話し合いの中

で、これは妥当だ、これは妥当でないと。そ

のときは、町長の行政報告の中でそれで言っ

てもらったらどうだとか、私の経験の中でそ

んな話もあったような記憶がありますけれど

も、ですから今回そこまで言って賛否を問う

までの話かどうなのかということは、非常に

私は疑問に感じます。

ですから、よく考えて、頭冷やしてよく考

えてもらいたいなと、私は思います。

○議長（古舘繁夫君） 宗像議員、先ほどか

ら議運の委員長、皆さんの質疑に対しての答

弁をされておりますので、改めて議運の委員

長から答弁いただいたほう、いいですか。

（発言する者あり）ちょっと言葉十分であり

ませんが、宗像議員のこれで質疑を終わらせ

ていいですか。

ほかに質疑のある方いらっしゃいません

か。なければ前へ進みますが、よろしいです

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 議会運営委員会委員

長から報告のあったとおり、橋本博之さんの

還付加算金未払い処理てんまつについて、緊

急質問の件を議題として採決します。

この採決は、起立によって行います。

橋本博之さんの還付加算金の未払い処理て

んまつの緊急質問に同意の上日程に追加し、

追加日程第１ として発言を許すことに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立少数です。

したがって、橋本博之さんの還付加算金の

未払い処理顛末の緊急質問に同意の上、日程

に追加し、追加日程第１ として、発言を許

すことは否決されました。

─────────────────────

◎日程第３５ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第３５ 一般質

問を行います。

通告順により発言を許します。

３番中嶋すみ江さん。

○３番（中嶋すみ江君） 〔登壇〕 本日

は、３点について質問させていただきます。

１点目、一時預かり事業内容の拡充につい

て。

本町の子育て支援に、一時預かり事業があ

ります。事業内容は、保護者や家族の病気、

不定期に仕事をするなど、家庭での保育が困

難になったときに、おおむね満１歳児以上の

お子さんを一時的に預かる制度となっており

ます。

お孫さんを見ていたおばあさんが話をされ

ておりました。「体を少し休めたいときもあ

るので、この一時預かり事業を利用しようと

申し込みに行ったら、診断書が必要と言わ

れ、すごく大変でした」。

また、町内に身寄りなどがいなく、預かっ

てもらえるところがない母親からは、「美容

室に行くときに一時預かり事業を利用した

かった」と、もっと使い勝手のよい支援にし
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てほしいと、要望されております。

子育て中の母親、家庭にとって困っている

ときの助けになる利便性ある支援であるべき

と思いますが、そのためにも一時預かり事業

の内容の充実を図るべきと思いますが、考え

をお伺いいたします。

２点目、産前・産後ヘルパー制度の実施に

ついて。

産前・産後ヘルパー制度は、出産前からの

切れ目のない安心できる子育て環境の充実を

図る支援の一つであります。それは出産前・

出産後の子育てと家庭で、産前・産後の体調

不良で家事や育児が困難なときに、家族など

の援助を受けられない方が利用できる制度で

あります。

サービス内容には、乳児の沐浴、育児、食

事の世話、衣類の洗濯、居住の清掃、整理整

頓、生活必需品の買い物、その他、必要な育

児及び家事などがあります。本町でも産前・

産後ヘルパー制度の導入を考えてはどうで

しょうか、考えをお伺いいたします。

３点目、ひとり親家族の親の外来医療費負

担助成の見直しについて。

ひとり親家庭における外来医療費負担助成

制度が、平成２１年８月から開始され、３割

負担となりましたが、その当時、ひとり親家

族の母親との会話の中で、「医療費が３割負

担になるので体調が悪くても、すぐには病院

には行けません」と話されていたのが、今で

も忘れることができません。そして今回、住

民満足度調査の意見の中にも、ひとり親家庭

における医療費免除を望む声があります。こ

れが、ひとり親の現実の声であると思いま

す。

ひとり親家族における親の外来医療費負担

助成制度の見直し及び前制度の復活など、再

検討する必要があると思いますが、考えをお

伺いいたします。

以上で、１回目の質問を終わらせていただ

きます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 中嶋議員の

質問にお答えを申し上げたいと思います。

初めに、一時預かり事業について。

一時預かり事業内容の拡大についてであり

ますが、本町の一時預かり事業は、平成１０

年４月から実施しており、満１歳以上から就

学前の児童を対象に、１カ月、１２日間の預

かり日数を限度として実施しております。

また、年度内における預かり日数の制限

は、保護者の就労による場合は年２４日間を

限度とし、保護者の疾病や家族の疾病による

付き添いなどに伴う緊急的な預かりは、年３

６日間を限度に子育て支援センター及び美

幌、東陽両保育園で実施しております。

お尋ねの「一時預かり事業の内容の充実を

図るべき」とのことですが、この事業は、緊

急一時的に保育を必要とするケースに限ら

れ、現在の施設及び受け入れ体制の中で安全

に保育することを考えると、保護者のリフ

レッシュなどの事由での利用はできません

が、町内にある民間保育事業者において、ゼ

ロ歳児から５歳児を対象に、月曜日から土曜

日の保育時間内にどなたでも一時預かりを利

用することができますので、今後、町のホー

ムページなどで周知を図り、利用しやすい環

境を整えたいと考えており、本町の一時預か

り事業の内容を変える予定は、現在のところ

ありません。

また、子育て支援センターでは、お子さん

の身の回りのことや困っていることなど、子

育てに関する悩みや不安などを受け付ける児

童育児相談を初め、親子が一緒に遊ぶことに

よって親子の触れ合いを深めるとともに、出

会いの場、お友達の場を提供するセンター開

放などを行うほか、お母さんのリフレッシュ

のために隔月でミニスポーツなども実施して

いますので、御利用いただければと思いま

す。

子育て支援は、幅広く行政だけではなく、

民間保育事業者や地域見守りボランティアの

方々など、社会全体で支えていくことが必要

と考えております。少子高齢社会を迎え、民

間保育事業者などと連携を図り、安心して子
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育てができる環境の整備を進めていきたいと

思いますので、御理解をお願いいたします。

次に、産前・産後ヘルパー制度について。

産前・産後ヘルパー制度の実施についてで

ありますが、産前・産後ヘルパー事業は、児

童福祉法第６条の３第５項に規定されている

養育支援訪問事業の一つで、妊娠期からの継

続的な支援を特に必要とする家庭に対する安

定した妊娠出産・育児を迎えるための支援や

出産後、間もないおおむね１年程度の時期

に、養育者に対する育児不安の解消や養育技

術の提供のための支援などを行うものであり

ます。

訪問支援者である子育て経験者やヘルパー

が、産前・産後における母親の体調不良によ

り、家事や育児が困難なときに家族などの援

助が受けられない家庭を訪問し、育児・家事

援助を実施するものです。

また、これとは別に、本町で実施している

養育支援訪問事業の一つとして、保健師が全

ての乳児のいる家庭を訪問し、子育てに関す

る情報の提供並びに乳児及びその保護者の心

身の状況や養育環境の把握を行うほか、養育

について相談に応じ、助言、その他の援助を

行う乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤

ちゃん事業）により、保護者を支援すること

が特に必要と認められた方には、専門的相談

支援として養育者に対する育児不安の解消や

養育技術を提供するため、家庭訪問を継続し

て行っております。

産前・産後ヘルパー事業は、保健師が実施

している養育支援訪問事業の専門的相談支援

を通じ、対象家庭を把握する中で、今後ニー

ズの把握や費用負担のあり方などを研究して

まいりますので、御理解のほどよろしくお願

いをいたしたいと思います。

次に、ひとり親等の外来医療費の助成につ

いて。

ひとり親等の外来医療費負担助成の見直し

についてですが、ひとり親等の医療費助成に

ついては、ひとり親家庭の母又は父及び児童

の医療費の一部を助成することによって、保

健の向上に資するとともに、福祉の増進を図

ることを目的とした制度であります。

北海道医療給付事業補助金交付要綱に基づ

いて、町が実施する医療給付事業に要する経

費に対して補助金が交付されており、道内全

ての自治体で実施しています。

各自治体では、独自の上乗せ措置を行って

いる場合もあり、美幌町においても児童の医

療費及び親の入院に対する初診時一部負担金

や自己負担額の０.５割を助成し、自己負担

の軽減を図っております。このため、非課税

世帯では児童の医療費及び親の入院に係る自

己負担はなく、課税世帯は０.５割の負担と

なっております。

北海道の補助金交付要綱では、親の医療費

については入院及び訪問看護のみが補助対象

となっており、通院については補助対象外と

なっていますが、平成２１年８月まで町単独

措置として、自己負担３割のうち２.５割の

軽減を図ってまいりました。

しかし、厳しい財政状況の中にあり、子育

て支援充実のため常設保育園の保育時間延長

を実施するための財源が必要なことから、ひ

とり親の通院費３割について自己負担とする

見直しを行い、平成２１年度に条例改正を

行ったところであります。

ひとり親家庭の親の外来医療費負担助成制

度の見直し及び前制度の復活など、再度検討

する必要があるとのことですが、ひとり親の

みならず乳幼児医療や重度心身障害者医療費

などにも、町単独の上乗せ措置をしているほ

か、各種健診の助成や子育て支援、高齢者対

策、障害者対策など、あらゆる福祉政策を展

開していくことが必要であり、厳しい財政状

況の中、福祉政策全体の中で検討をしてまい

りたいと考えておりますので、ひとり親家庭

の親の通院費については、現行制度を継続し

たいと考えておりますので、御理解をお願い

いたしたいと思います。

以上、答弁させていただきました。よろし

くお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ
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ん。

○３番（中嶋すみ江君） 再質問をさせてい

ただきます。

一時預かり事業内容の拡充についてから再

質問させていただきます。

子供を一時的に預けたい家族の方から、診

断書提出の件についての意見では、一時預か

りの申し込み時点で内容把握が十分できるは

ずなのに、そこまでしても診断書が必要なの

でしょうか、書類を提出するまで大変でした

と言っておりました。もし、法的に問題がな

ければ、申し込み時点で内容把握などできる

ものは、手続の簡素化はできないものでしょ

うか、お伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 基本的には診断

書が必要になりますけれども、そのときの状

況に応じて対応してまいりたいと考えており

ます。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） ぜひ状況を把握し

て、診断書はなるべく必要でないように取り

組みを進めていただきたいと思います。

２問目、質問をいたします。

歯医者などにかかるために、一時預かりを

してもらうときは、利用後に領収書の提出が

必要となっているようですが、美容室に行く

ための一時預かりは、領収書提出の要件を満

たせますが、預けたい理由などが領収書など

の提出の要件を満たせるものは、利用できる

ように拡充してはいかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 町の一時預かり

事業につきましては、幼児が保育に欠ける状

況になるということで、限定的に対応してお

ります。ですから、例えば民間の一時預かり

の場所だとか、そういうところを御利用いた

だければと考えております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 今、町の考えはわ

かりましたけれども、次、３問目の質問にさ

せていただきます。

個人でも、子育てのサポートを行っている

ところがあります。そこは預かる側のボラン

ティアが少ないため、限界があるようです。

また、利用料におきましても町と民間とでは

さまざまあるため、町の預かりを利用したい

という声があります。

また、町内に親、兄弟、親戚など身寄りが

いなく、預かってもらえなく困っている方も

おります。そういう方のためにも、ぜひ一時

預かり事業の受け入れ制度の拡充を図ってい

ただきたいと思いますが、いかがでしょう

か。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 今、お話ししま

したとおり、町については限定的に考えてお

ります。それで町内には、例えば民間のひま

わり保育園であるだとか、マザーズであると

か、そうして生活助け合いのサービスである

サクランボであるとか、そういう有料で育児

支援を行っている民間のすぐれた団体もござ

います。そちらのほうも利用していただけれ

ばと考えております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 次の質問をさせて

いただきます。

答弁に、リフレッシュの事由での利用がで

きないとのことでしたが、育児中の母親のリ

フレッシュ等を目的とした一時預かり保育も

重要と考え、実施している町もあります。

また、１日に隣りの津別町で、子育て世代

の父母が集まり、子育ての悩みや町への要望

について自由に語り合い、町政に役立てる

チャイルドフェアカフェの様子が新聞に掲載

されておりました。その中の意見に、「子供

に優しくなれた」とありました。それは保育

所に子供を預けたことで、「自分の時間が生

まれたため」とありました。子育て中におい

て、自分の時間を持つことで生まれる心のゆ

とりは、家庭環境をも変えていくことにつな
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がると、改めて感じました。そのような面か

ら考えますと、リフレッシュなどの一時預か

りもないがしろにしていけないなと思いまし

たが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 町も少子化対策含め

てさまざまなこと、実は事業を展開しており

ますので、一事業、一局面だけをとらえて言

うと、ほかでやっていて、やっていないのも

ありますけれども、トータルで総合的なとこ

で見ていただきたいと思いますけれども、そ

ういう方には子育て支援センターのほうにぜ

ひ足を運んでいただきたい。同じ状況のお母

さんたちがたくさん見えて、いろいろな悩み

も含めて、和気あいあいとやっておられると

いうような状況を聞いておりますので、ぜひ

そういった悩み、特に産後の鬱になったりす

るというようなことも含めて、いろいろな状

況があると思いますので、ぜひ既存の施設で

も十分対応できる部分もあると思いますの

で、ぜひそういったことも御利用いただきた

いと、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 子供と親と一緒に

行って遊ぶとか、そういうことを希望してい

るのではなくて、子供を預けてちょっと自分

が美容室とかそういうところへ行きたいとい

うそれは選択なので、今の町長が言ったの

と、ちょっと違うのです。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほど、民生部長が

答弁させていただいたように、美幌の保育園

等でそういう、これは緊急避難的にやってい

る事業と、セーフティネットと言ってもいい

のではないかなと思いますけれども、その

他、民間の事業者でやっている部分もあると

いうことであります。

それで、この一時預かりやっている保育

園、両保育園と子育て支援センターについて

は、あくまでも就業と御本人の疾病、あるい

は家族の疾病によって、一時的に保育をする

というようなシステムでありますので、そう

いった意味でリフレッシュとかということに

ついては、除外しているということでありま

す。全部できれば一番いいのですけれども、

なかなかそういう状況にもないと。民間でも

そういうことをやっておられる事業所がある

ということでありますので、私は本当に民間

の力をかりるということをずっと取り組んで

きましたので、全てのことを行政が手がけて

安くやるという時代ではもうないと思います

ので、採算ベースに合うところはしっかり民

間の皆さんのお力をかりるというのが、これ

からの行政の運営の方法だと思っております

ので、競合してやるというところまでは、そ

れは二重で無駄が多いと思いますので、緊急

避難的な預かりは私どもがしっかりやると。

リフレッシュ含めて、その他の事由のところ

については、民間事業者がやっておられると

ころで解決ができると、そんなふうに思って

おります。

ただ、制度をどう上げていくかについて

は、今後の課題だと、そのように思っており

ます。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 先ほど、私の質問

の中で、個人でも子育てサポートを行ってい

るということで、今、民生部の部長がその個

人の名前出したのですけれども、私はあえて

出さないようにしたのですけれども、それは

要するに預かり手なんていないと、少ない

と、だから周知徹底はしてほしくないと言わ

れたのです。そして、そのかわり預かる側の

ボランティアを、そういう養成、この前講座

ありましたよね。そういうときに、そこでそ

のボランティアの先ほど言った個人のそこ

に、預かり手としてやっていただけないか

と、それをお願いしたいと私は言われたので

すけれども、かえって周知徹底されると困る

みたいで、預かり手がいないので、私、あえ

て言わなかったのですけれども、それでそう

いう部分で行政でやっていただかなくてはい
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けない部分もあるのかなという思いで質問し

ました。

子育て支援の保育に関しては、待機児童は

美幌町として今のところはいないとお聞きし

ております。だからいよいよ一時預かり、一

時保育にニーズの声がありますので、そちら

のほうに推進されていく、サポートしていく

そういう次の取り組みに美幌町は入るのでは

ないか、そう思いますが、いかがでしょう

か。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ３歳から学校上がる

までについては、常設の保育園と、あと僻

地、それから季節というところで、大体収容

されるということで、どこかに通えるという

意味で待機者がいないというようなことなの

ですけれども、これから一時預かりも問題で

ありますけれども、やはり今、民間の事業者

にお任せしているゼロ歳からの部分をどうす

るかということも、やはり大きな課題には

なってくるのだろうなと思っております。

そういった意味では、民間ができること

と、そうでなくてできなくて行政でやらなけ

ればいけないという仕分けをしっかりしてい

かないと、くどいようですけれども、何でも

かんでも行政がやるという時代では決してな

いと思いますので、本当に美幌を見ると、民

間の皆さん、そしてボランティアの方もかな

りいろいろな活動されているので、そういっ

たものと力合わせることで、よりいろいろな

事業が展開できるということがあると思いま

すので、ぜひそういう御理解をいただきたい

なと思います。

私も、しゃきプラの１階の子供が遊ぶとこ

ろへ行くのですけれども、結構あそこにもお

母さんと子供来て遊んだりしているのですけ

れども、ああいうのも利用できる。預かりは

できないですけれども、そういうところから

お互い力を合わせるということができるので

はないかなと思いますので、何でもかんでも

行政がというようなことでは、なかなかこれ

からの行政運営も厳しいというのは御理解い

ただきたいと、そのように思います。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 子育てには、きめ

細かいサポートの推進が重要になってきてい

ます。ニーズをしっかり受けとめていただ

き、きめ細かい推進を願い、質問を終了させ

ていただきます。

次、産前・産後ヘルパー制度についてで

す。

この制度は、つわり、貧血などで家事がき

つい、妊娠中毒症などで安静にしないといけ

ない、出産間近で体がつらくて動けない、退

院後に体が本調子でない、育児中睡眠不足で

疲れがとれないなどに利用されるものです。

本町もこの産前・産後ヘルパー制度を実施

することで、母子の体調不良時の援助ができ

ます。これで本町が今、実施されている養育

者支援訪問事業の養育者の育児の不安解消の

取り組みと合わせ、心と体の両方のケアが整

うことになるのではと考えますが、いかがで

しょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 家事代行とベ

ビーシッターという制度は、例えば東京など

の都会では成立する事業なのかもしれません

けれども、本町の場合に出生数が少ないとい

うような状況もございまして、保健師がいろ

いろな相談に乗って対応しているという状況

でございます。

一応、報酬だとか、そういうものも支払わ

なければならないということがございますの

で、その辺経費負担も考えて、費用も考えま

して、今後、検討されなければならないとい

うふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 平成１５年度から

実施しております室蘭市では、平成２２年、

２３年の決算額が約５万円、２４年度は１８

万円となっております。また、登別市では平

成２４年、２５年は１６万７,０００円で、
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２６年の予算は２１万８,０００円とのこと

であります。利用者は、主に転勤族の方が利

用されているそうです。

そういう面でも、本町にも転勤されてくる

方の安心にもつながりますし、また、自衛隊

の町でもありますので、妻を残して演習に行

く夫にとっても安心できる取り組みになると

思いますが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、民生部長がお答

えしましたように、専門的相談支援というの

は保健師中心に、保健師も今、地区担当制に

変わりまして、それぞれの地区に出向いて

いって、いろいろな事業を展開しておりま

す。

ただ、今、議員おっしゃるように、育児、

家事援助についてはなかなか難しいというよ

うなことですけれども、議員おっしゃったよ

うに、美幌は駐屯地があって若い方がたくさ

んおられて、結婚して、美幌町外から来られ

て、親戚もいないという方もおられると思い

ます。それは私も同じ認識しておりますの

で、これについては研究させていただきたい

と思っております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 自衛隊の町であり

ますので、この体制づくりは、善は急げです

ので、２６年度から調査研究していただきた

いと願い、この質問は終了させていただきま

す。

次、ひとり親の外来医療費負担助成制度の

見直しについて、再質問させていただきま

す。

財政が厳しい状況は理解しておりますが、

ひとり親の外来受診助成制度廃止から５年目

に入ろうとしておりますが、親の健康が損な

われてきたのではと考えざるを得なくなって

おります。それは近年、母子家庭で、現実に

経済的な問題で体調が悪くともすぐ病院に行

くことができず、いよいよになって受診し、

最悪の状態になった方がおります。

そこへもって満足度調査の中にも、母子の

親の医療費助成を望む声がありますが、町と

しての考えをお伺いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） このひとり親の医療

費の助成ですけれども、制度改正前は御本

人、国保のほうで７割を見て、そして道が２

割を持つと、それに幅出しといいますか、横

に町が０.５割出して、本人負担が０.５割と

いうようなことをやっていたのですけれど

も、２１年のときに、この受診内容をいろい

ろ調べてみた結果、歯医者さんに通う方が非

常に多いということで、当時、保育所の時間

延長の論議も随分されていました。土曜日含

めて、もうちょっと預かり時間を延ばすとい

う片っ方でそういう課題もありまして、この

実態を見た中で、これについては改正してい

こうと。そして減額になった部分を、保育園

の時間延長のほうにシフトしようということ

で実はやってきました。

それで、私どもはいわゆる福祉医療制度と

いう制度でありますけれども、乳幼児医療だ

とかひとり親だとか、また重度心身障害の方

に対する福祉医療も、道もそういう事業を

やっております。それに上乗せして、初診時

の一部負担だとかそういうことも乳幼児だと

か、それから重度心身障害者の方に道を上

回って、あるいは道の補助から横に少し出し

たりして、幅を広げたりしてやっているとい

うことでありますので、いずれにしろ中身を

いろいろ精査した中で判断しなければいけな

いということで、当時はそういう状況にあっ

たということで、改正をさせていただいて、

それを資金をシフトするというようなことで

実はやらさせていただきました。

その後、時間もたっているということであ

りますので、実態としてどうなのかというよ

うなことをちょっとその後、多分調べていな

いと思いますので、これは見直しは定期的に

やっていかないと、どんどんふえていくのも

ちょっとあれですし、そのことをしっかりと

見きわめていきたいなと、そんなふうに思っ
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ております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 本当に実態調査は

大事かなと思います。外来医療費助成廃止前

の前年の平成２０年のひとり親は２３０名お

りまして、そのとき外来受診件数が約２,２

００件ありました。そして入院が１９０件と

なっておりましたが、助成廃止後のひとり親

の方の健康は保たれているのかなと。２,２

００件もの受診されていた方が、本当にその

方の健康が今、保たれているかがすごく心配

であります。

そして、また母子家庭に育った方のお話の

中に、「病院も先立つお金がないと行けな

かったので、親がダウンしても自力で治すほ

かなかった」と。また、「３割負担はきつ

く、体調が悪くても病院に行けない」との声

も聞いております。体調が悪くても経済的理

由などで受診することができないでいるので

はと、懸念されます。そこで、ひとり親の中

でも所得の低い非課税の方だけでも助成制度

を復活させるべきだと考えますが、いかがで

しょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） おっしゃるとお

り、ひとり親に限らず所得の少ない方につい

ては、医療費は大変であろうと思います。医

療費の順番といたしましては、重度医療が第

一優先されまして、その次にひとり親、そし

て乳幼児という形でいろいろな形で医療費助

成をしておりますけれども、限られる財政の

中で総合的に考えて、事業をやってまいりた

いと考えております。

○議長（古舘繁夫君） ３番中嶋すみ江さ

ん。

○３番（中嶋すみ江君） 経済的理由で受診

を我慢して控えることは、本当に病気の重症

化にもつながります。また、家庭の経済をも

圧迫して貧困につながるなど、悪の連鎖を引

き起こすことになりかねません。ひとり親の

家庭の生活環境を守るためにも、ぜひ見直し

を要望いたします。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、直ちに見直しと

いうよりまず実態の把握をしながら、その実

態に応じて対応しなければいけないと思って

おります。

今回の予算編成でも、職員の予算編成会議

でもちょっと言わさせていただいたのですけ

れども、いろいろな物差しを当ててお金をシ

フトしていかないと、なかなかあり余る財源

でないので、限られた財源の中でどうやって

選択をしたり、重点化したり、資金を振り向

けていくかということが課題なので、いずれ

にしろ中身を十分精査する中で、町民の皆さ

んのためにということであれば、そういう物

差しもひとつ持ちながら対応していきたい

と、そのように思っていますので、御理解を

お願いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、３番中嶋す

み江さんの一般質問を終わります。

─────────────────────

◎延会の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日は、これで延会すること

に決定しました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（古舘繁夫君） 本日は、これで延会

いたします。

午後 ６時０５分 延会
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